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はじめに

本報告書は、青森県及び東北電力株式会社が

「束通原子力発電所温排水影響調査実施計画」

に基づき、平成 23年 10月から 12月までの平成

23年度第 3四半期に実施した温排水影響調査結

果を取りまとめたものです。
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1 .調査概要

(1)調査機関

青森県・地方独立行政法人 青森県産業技術センター水産総合研究所

東北電力株式会社

(2)調査期間

青森県:平成23年 11月26日(ただし、主要魚種漁獲動向は、平成23年

9月11日~平成24年 1月27日)

東北電力:平成23年 10月1日-12月31日

(3)調査項目

調査項目を表-1.1-1.2に示す。

表-1.1 調査項目(青森県実施分)

調査項 目 調査点数 調査水深

水温
4点 表層，底層

海 (定置網)

洋
水温・塩分 16点

表層， 10， 20， 30， 50， 75， 100， 

環
150， 200， 300， 400nn 

境 ク口口フィJレa 2点 0， 20， 30， 40， 50nn 

卵・稚仔、
2点 0""" 150nn 

海 プランクトン
生
生
物 主要魚種漁獲動向 周辺海域

注 1)水温(定置網)は9-1月調査。なお、調査結果は第 3四半期報に掲載。

注2)主要魚種漁獲動向について、サケは第3四半期、イカナゴは第 1四半期にそれぞれ調査する。
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表-1.2 調査項目(東北電力実施分)

調査項 目 調査点数 調査水深

取放水温度 取水口および放水口

水温・塩分 19点
O.5m， 1-10mまで 1m間隔，
15m， 20m，海底上 2m

流況
2点 2m 

(流向・流速)

水素イオン濃度
(pH) 

化学的酸素要求量
(COD) 

溶存酸素量 (DO)
“““可剖““................-・H

海 塩分
水

・6・・・6・4・a・4・4・6・a・4・a・e・e・・4・4・4・4・4・・4・4・4・4・4・4・ 匹・・・・・6・・・・ O.5m， 5m， 

j羊 透明度 8点 水深20m以浅の場合は海底上 1m，
以深の場合は海面下 20m

質 浮遊物質量
環 (SS) 

水，・E目E 

境
全窒素
(T-N) 

全リン
(T-P) 

化学的酸素要求量
(COD) 

強熱減量
底 ( IL) 

3点 海底
全硫化物

質
(T-S) 

粒度組成

卵・稚仔 6点 O.5m， 5m 

海 プ
0-5m， 

動物ブランクトン 5-20mまたは水深 20m以浅の場
フ 合は5m-海底上 1m生 、J 

6点
ク

生 ト 植物ブランクトン 0.5m， 5m 
、J 

物
海藻草類、底生生物

(メガロベントス)
4測線 水深20m以浅

(4)調査位置

調査位置図を図ー1.1-1.9に示す。調査海域は、束通原子力発電所から南

偏した調査地点を設定した。
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取放水温度調査位置

.，. --=ゴー々一

※1 :取水温度
表層~深層の温度
センサー6点の平均値

放
水
路
開
渠

※ 2 

直型且度調蚕在吾|

※2 :放水温度
北側3点、，南側3点の

計6点の温度センサ}

の平均値

一------←

調査位置取放水温度
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(防衛庁前)

の
小田野沢 (小田野沢)

(オット)

(イザサキ)

東北電力(株)

束通原子力発電所 (/¥ザシキ)

老部川
(ノリジマ)

老部

(ニゴリフジ)

白糠

( ):定置網漁場名

.:自記式水温計設置場所

図-1.9 定置網水温調査位置
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(5)調査結果の概要

a.青森県実施分

平成 23年度第 3四半期(平成 23年 11月26日)に青森県が実施した

調査結果の概要は以下のとおりであった(表-1.3)。

(a)水温・塩分

全 16調査地点において、水温、塩分の測定を行った。表層では、水

温が 13.50C-14. ooC、塩分が33.8-33.9の範囲で、あった。

(b)クロロフィルa

2地点において採水し、クロロフィルa量を分析した。クロロフィル

a量は、 0.2μg/L-0.3μg/Lの範囲であった。

(c)卵・稚仔、プランクトン

2地点において採集を行った。出現した卵はキュウリエソ 1種類で、

出現平均個数は 55個/1，000rTIであった。出現した稚仔はハゼ科 1種類

で、出現平均個体数は 20個体/1，000rTIであった。動物プランクトンの

出現種は Oikopleuraspp.等 65種類で、出現平均個体数は 494個体/m3

であった。

表ー1.3 調査結果概要

(青森県実施分)

項目 測定結果

表層水温 (OC) 13.5-14.。
表層塩分 33.8-33.9 

クロロフィルa量 (μg/L) 0.2-0.3 

卵平均個数(個11，000m3) 55 

稚仔平均個体数(個体11，000m3) 20 

動物プランクトン平均個体数(個体1m3) 494 

注1)測定した塩分は実用塩分であるため表示単位を示していない。

(d)定地網水温

4地先に設置した自記式水温計により水温の連続観測を行った。 9

-1月におけるサケ定置網海域日平均水温は 7.9-19.90Cの範囲にあ

った。

(e)主要魚種漁獲動向(サケ)

平成23年漁期のサケ沿岸漁獲尾数は青森県全域で 84.8万尾(前年

比82.6弘)、そのうち太平洋側が59圃 7万尾(前年比86.0略)であった。

また、白糠漁協と小田野沢漁協の合計値は 10.4万尾(前年比57.0拡)

12 



であった。

サケ親魚の標識放流は、小田野沢沖及び老部沖に 80尾を放流し、

11尾を再捕した。うち 7尾について放流から再捕までの生息水温、

水深データを得た (1月末までの速報値)。

13 



b.東北電力実施分

平成23年度第3四半期(平成23年 10月1日-12月31日)に、東北電力

が実施した調査結果の概要は、以下のとおりであった(表-1.4)。

(a)取放水温度

取水口の水温は 8.60C-19. lOC、放水口の水温は 8.rC-19聞OoCの範囲

であった。

(b)水温・塩分

19調査点において、水温・塩分の測定を行った。 0.5m層で、は、水温が

13. 80C-14. 50C、塩分が33.7-33.9の範囲であった。

(c)流況

2調査点における流向流速出現頻度は、流向は北北東~北東及び南~南

南西が車越しており、流速は 1Ocm/ s -30cm/ sが大部分を占めていた。

(d)水質

8調査点において採水し、水質分析を行い、水素イオン濃度(pH)は8.1、

化学的酸素要求量 (COD)は、酸性法では 1. Omg/L -1. 7mg/L、アルカリ性

法では 0.2mg/L-0.4mg/L、溶存酸素量 (DO)は 7.7mg/L-8.0mg/L、塩分

は 33.9、透明度は 13.5m-18. Om、浮遊物質量 (SS)は定量下限値未満

-3mg/L、水温は 14.OOC-14. 60C、全窒素 (T-N)はO.11mg/L-0. 19m9/L、

全リン (T-P)は0.013mg/L-0.015mg/Lの範囲であった。

(e)底質

3調査点において採泥し、底質分析を行い、化学的酸素要求量 (COD)は

0.5mg/g乾泥-1圃Omg/g乾泥、強熱減量 (1L)は4.0%-10.0%、全硫化物

(T-S)は定量下限値未満、粒度組成は組砂が3.8%-98.4%の範囲であっ
た。

(f)卵・稚仔

出現した卵はキュウリエソ等 8種類で、出現平均個数は 57個/1，000m3で

あった。稚仔の出現種はアイナメ属等 5種類で、出現平均個体数は 3個体

/1，000m3であった。

(g)プランクトン

動物プランクトンの出現種は Sticholonchezanclea等 63種類で、出現

平均個体数は 3，813個体/m3であった。

植物プランクトンの出現種はHAPTOPHYCEAE等67種類で、出現平均細胞

数は 10，535細胞/Lで、あった。

(h)海藻草類、底生生物

海藻草類の出現種はサビ亜科等 64種類であった。

底生生物の出現種はキタムラサキウニ等 8種類で、出現平均個体数は 4

個体/m2であった。
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表ー1.4 調査結果概要

(東北電力実施分)

主な項 目 測定結果

取水口 8.6-19.1 
取放水温度 (OC)

放水口 8.7-19.0 

0.5m層水温 (OC) 13.8-14.5 

0.5m層塩分 33.7-33.9 

水素イオン濃度 [pH] 8. 1 

化学的酸素要求量[COO] 酸性法 1. 0-1. 7 

(mg/L) アルカリ性法 0.2-0.4 
水
溶存酸素量 [00](mg/L) 7.7-8.0 

塩分 33.9 

透明度 (m) 13.5-18.。
質
浮遊物質量 [SS](mg/L) く1-3

水温 (OC) 14.0-14.6 

全窒素 [T-N](mg/L) 0.11-0.19 

全リン [T一円 (mg/L) 0.013-0.015 

化学的酸素要求量 [COO](mg/g乾泥) 0.5-1.0 
底
強熱減量 [IL](%) 4.0-10.0 

質
全硫化物 [T-S](mg/g乾泥) く0.01

粒度組成(細砂)(%) 3.8-98.4 

卵平均個数(個/1，000m3) 57 

稚仔平均個体数(個体/1，OOOm3) 3 

動物プランクトン平均個体数(個体/m3) 3，813 

植物プランクトン平均細胞数(細胞/L) 10，535 

海藻草類出現種類数(種類) 64 

底生生物平均個体数(個体/m2) 4 

注 1)結果欄中の「く」は定量下限未満の値を示す。

注2)測定した塩分は実用塩分であるため表示単位を示していない。

注 3)透明度は、着底した値を含めていない。
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2. 東通原子力発電所周辺海域における海域環境調査結果

(1)水温・塩分

a. 水温

(青森県実施分)

表層における水温水平分布を図ー2.1に示す。表層における水温

は 13.50C -14. QOCの範囲にあった。

また、水温鉛直分布を図 -2.2に示す。全体の水温は 2.goC_ 

14.40Cの範囲にあった。

/ 調査機関 青森県
H J 

認査点 1~16 

IJ、悶野沢 / 
調査月日 平成23年11月26日

多
f 調査時間 9:00~14:45 

天候 曇
! 気温(Oc) 6.0~8.2 
1 

風向・風力 W~WNW 1~5 

小老齢制 ;1 j1 豆 9 13 。 。 。 。

東束Jも北通電原ぞ訓r 力練~~-'発):電二:所 ι7一 3面z 6 
13.7 13.6 13.7 

阜 1Q. 14 。 。 。
13.5 13.6 13.8 14.0 

Z 11 1豆。 。 。
13.6 13.5 14.0 

呈 .11 l2. 
o 。 。 。

自糠 13.6 13.5 13.8 14.0 

8t:f沈ZU3Z1155B2女ro 2コ0コ∞ゴ 徳

図-2.1 水温水平分布図(表層)
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St.l 水温(OCl St.2 水温(OCl
St.3 水温(OCl St.4 水温(OCl

12 13 14 15 16 12 13 14 15 16 12 13 14 15 16 12 13 14 15 16 。 。 。 。
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図-2.2(1) 水温鉛直分布図(水深 10m以浅)

注)表層(・で示したもの)は探水デー夕、それ以外は CTDデータ。
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b. 塩分

表層における塩分水平分布を図-2.3に示す。表層における塩分

は 33.8-33.9の範囲にあった。

また、塩分鉛直分布を図-2.4に示す。全体の塩分は 33.5-33.9

の範囲にあった。
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図-2.4(2) 塩分鉛直分布図(全層)
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(2)クロロフィルa

クロロフィルa量の調査結果を表-2.1に示す。調査は St.12(距岸約 5，200

m)、St.14(距岸約 7，500m)の 2地点(図-1.5)で行った。クロロフィルa

量は全体で 0.2μg/L-0.3μg/Lの範囲であった。

表-2.1 クロロフィルa調査結果

調査点

St.12 

St.14 

調査年月日:平成23年 11月26日

調査機関 ; 青森県

採水層 ク口口フィJレa
(m) (μg/L) 

。 0.3 

20 0.2 

30 0.3 

40 0.3 

50 0.3 

。 0.3 

20 。凶3

30 0.3 

40 0.2 

50 0.3 
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(3)卵・稚仔

a.卵

調査結果を表-2.2に示す。調査はSt.12、St.14の2地点で行った。

出現したのはキュウリ工ソ 1種類で、あった。

また、出現した平均個数は55個/1，000凶であった。

表-2.2 卵調査結果

調査年月日:平成23年11月26日
調査機関 ;青森県

b.稚仔

出現種類数

平均個数(個/1，000rrl) 

出現種(%)

55 

キュウリエソ I (100.0) 

調査結果を表-2.3に示す。調査はSt.12、St.14の2地点で、行った。

出現したのはハゼ科 1種類であった。

また、出現した平均個体数は 20個体/1，000mで、あった。

表-2.3 稚仔調査結果

出現種類数

平均個体数(個体/1，000rrl) 

出現種(%)

23 

調査年月日:平成23年11月26日
調査機関 :青森県

20 

ハゼ科 (100.0) 



(4)プランクトン

a.動物プランクトン

調査結果を表ー2.4に示す。調査は、 St.12、St.14の2地点で行った。

出現種類数は 65種類で、主な出現種は Oikop/euraspp.等で、あった。

また、出現した平均個体数は494個体1m3であった。

表-2.4 動物プランクトン調査結果

調査年月日:平成23年 11月26日

調査機関 :青森県

出現種類数 65 

平均個体数
494 

(個体/rrl)

原索動物 Oikop/eura spp. (20.5) 

主な出現種(%)
Oncaea venusta (7.4) 

節足動物 Oithona at/antica (6.6) 

Paraca/anus parvus (5.2) 

注)主な出現種は、総個体数の 5%以上出現したものとした。
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(5)定置網水温
サケ定置網 (4地先)の日平均水温を平均し、得られた値をサケ定置網海域

日平均水温とし、その推移を図-2.5に示す。 9月は 16.3-19.90C (前年 20.6

-25.30C)、10月は 16.7-18.rc (前年 18.7-21.20C)、11月は 13.5-16.90C
(前年 14.4-18.30C)、12月は 10.4-13.50C(前年 11.3-14.30C)、1月は 7.9

-10.40C (前年8.8-11.rc)であった。

。C
30 

25 

20 

15 

10 

5 

G 

9/1 10/1 11/1 12/ヱ

-←H23年

一-H22年

1/1 

図-2.5 サケ定置網海域日平均水温の推移
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(6)主要魚種漁獲動向(サケ)

a.サケ沿岸漁獲変動

平成23年漁期のサケ沿岸漁獲尾数は青森県全域で84.8万尾(前年比82.6%)、

そのうち太平洋側が59.7万尾(前年比86.0%)であった。(図ー2.6、図-2.7)。

;語、撞尾数
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図-2.6 青森県、青森県太平洋側のサケ沿岸漁獲尾数の推移
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図-2.7 東通村太平洋側各漁協のサケ沿岸漁獲尾数の推移
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白糠漁協及び小田野沢漁協における平成 23年漁期のサケ沿岸漁獲尾数は、

10.4万尾(前年比57.0弘)で、日別入網尾数が最大となったのは 11月15日で

あった(図-2.8、図-2.9)。
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図-2.8 旬別のサケ沿岸漁獲累積尾数の推移

(白糠漁協及び小田野沢漁協の合計)
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図-2.9 一定置当りの日別サケ入網尾数の推移

(定置網漁業者から得た野帳資料の日別平均値)
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b.サケ標識放流

サケ親魚の標識放流は、小田野沢沖に平成 23年 11月 28日30尾(ロガー+

ディスクタグ 15尾、ディスクタグ 15尾)、 29日10尾(ディスクタグ)、老部

沖に平成 23年 12月2日40尾〈ロガー+ディスクタグ 15尾、ディスクタグ 25

尾)の合計 80尾を放流した。 1月末までの再捕状況は、 11月 28日放流群が 7

尾、 12月2日放流群が4尾の合計 11尾で(表-2.4)、うち 7尾について放流か

ら再捕までの生息水温、水深、時間データを得た。水温は 9-150C、水深は 0

-189mの範囲で、あった。

表-2.5 標識放流魚の再捕結果 (1月末までの速報値)

0平成23年11月初日放流群(11月28日小田野沢沖定置網で採捕)

No. 再捕月日 再捕場所 再捕漁法 標識種類

11月30日 白糠 大型定置 ロガー

2 12月1日 j自 小型定置 ロガー

3 12月2日 小田野沢 大型定置 ロガー

4 12月2日 野牛 小型定置 ロガー

5 12月2日 尻屋 小型定置 ロガー

6 12月2日 外ヶ浜町 小型定置 ロガー

7 12月2日 尻屋 小型定置 ディスク

0平成23年12月2日放流群(12月2日老部沖定置網で採捕)

No. 再捕月日 再捕場所 再捕漁法 標識種類

12月7日 野牛 小型定置 ロガー

2 12月6日 八戸市 大型定置 ディスク

3 12月15日 奥入瀬川 ゃな ディスク

4 1月13日 石持 小型定置 ディスク
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3. 東通原子力発電所前面海域における海域環境調査結果

(東北電力実施分)

(1)取放水温度

調査結果を表ー3.1に示す。

取水口の水温は、 8.60C -1 9. lOCの範囲にあり、月毎の平均値は

11. QOC -17. 50Cの範囲であった。

放水口の水温は、 8.rC-19. QOCの範囲にあり、月毎の平均値は

11. QOC -17. 50Cの範囲であった。

表-3.1 取放水温度調査結果

(単位:Oc) 

Jよ------------ご1 平成 23年

10月 11月 12月

最大値 19. 1 16.8 13.0 

取水口 最小値 15.9 12.4 8. 6 

月毎の平均値 17.5 15.0 11. 0 

最大値 19.0 16. 7 12. 9 

放水口 最小値 15. 9 12.4 8. 7 

月毎の平均値 17.5 15.0 11. 0 

注 1)水温は、日平均値である。
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0.5m層に

33.6-

塩分

0.5m層における塩分水平分布を図 -3.3

おける塩分は 33.7-33.9の範囲であった。

また、塩分鉛直分布を図ー3.4に示す。全体の塩分は

33.9の範囲であった。
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(3)流況

流向別流速出現頻度を図-3.5に示す。流向は、汀線にほぼ平

行な流れで北北東~北東及び南~南南西が卓越しており、流速は

1 Ocm/ s -30cm/ sが大部分を占めている。
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注 1)流向は流れて行く方向を示し、風向とは逆を示す。

図-3.5 流向別流速出現頻度
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(4)水質
調査結果を表-3.2に示す。

表-3.2 水質調査結果

調査年月日:平成 23年 11月 22日
調査機関 :東北電力株式会社

調査項目 単位 最大値 最小値 平均値

水素イオン濃度 (pH) 8. 1 8. 1 8. 1 

化学的酸素要求量酸性法 mg/L 1圃 7 1.0 1.3 

(COD) アルカリ性法 mg/L 0.4 O. 2 0.3 

溶存酸素量 (DO) mg/L 8.0 7.7 7.9 

塩 分 33.9 33.9 33. 9 

透明度 灯、 18.0 13.5 15. 7 

浮遊物質量 (SS) mg/L 3 く1

水 ，ZaE z 。C 14.6 14.0 14.4 

全窒素 (T-N) mg/L 0.19 O. 11 O. 13 

全リン (T-P) mg/L 。‘ 015 0.013 0.014 

注 1)結果欄中の「く」は定量下隈未満の値を示す。

注 2)透明度以外の「平均値j の算出にあたって、定量下限未満の値は定量下限値

として計算し、全ての値が定量下限値未満の場合は、平均値に不等号を付け

て表示した。

注 3)透明度の最小値、平均値の算出には、着底した値を含めていない。

a. 水素イオン濃度 (pH)

8. 1であった。

b. 化学的酸素要求量 (COD)

酸性法では 1. Omg/L -1. 7mg/L、アルカリ性法では O.2mg/L-

O.4mg/Lの範囲であった。

C. 溶存酸素量 (DO)

7.7mg/L-8.0mg/Lの範囲であった。

d.塩分

33.9であった。

e. 透明度

13.5m-18.0mの範囲であった。

f 浮遊物質量 (SS)

定量下限値未満-3mg/Lの範囲であった。

ι 水温
14. ooC -14. 60Cの範囲であった。
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h. 全窒素 (T-N)

O. 11 mg/L"" O. 19m9/Lの範囲であった。

i. 全リン (T-P)

O. 013mg/L"" O. 015mg/Lの範囲であった。

(5)底質

調査結果を表ー3.3に示す。

表-3.3 底質調査結果

調査年月日:平成 23年 11月 18日
調査機関 :東北電力株式会社

調査項目 単位 最大値 最小値 平均値

化学的酸素要求量 (COD) mg/g乾泥 1.0 0.5 

強熱減量(I L) % 10.0 4.0 

全硫化物 (T-S) mg/g乾泥 く0.01 く0.01

醸 (2.000mm以上) 1.5 O. 1 

組砂 (0.425.....2.000 mm未満) 92.8 0.3 

粒度組成 細砂(O. 075 -O. 425 mm未満) % 98.4 3.8 

シルト (0.005-0.075mm未満) O. 2 O. 1 

粘土・コロイド
1.7 1.0 

一 (0.005 mm未満)
注 1)結果樹中の『く』は定量下限未満の値を示す。

注 2)r平均値j の算出にあたって、定量下限未満の値は定量下根値として計算し、
全ての値が定量下限値未満の場合は、平均値に不等号を付けて表示した。

注 3)強熱減量と粒度組成は、重量百分率で示した。

a. 化学的酸素要求量 (COD)

0.5mg/g乾泥-1.Omg/g乾泥の範囲であった。

b. 強熱減量 (1L) 

4.0%-10.0%の範囲であった。

C. 全硫化物 (T-S)

定量下限値未満であった。

d. 粒度組成

細砂が 3.8%-98.4%の分布であった。

36 

。圃 7

6. 1 

く0.01

0.6 

31. 5 

66.4 

O. 2 

1.3 



(6)卵・稚仔

a. 卵

調査結果を表ー3.4に示す。

出現種類数は 8種類で、主な出現種はキュウリエソ等であっ

た。

また、出現した平均個数は 57個/1，OOOm3であった。

表-3.4 卵調査結果

調査年月日:平成 23年 11月 22日
調査機関 :東北電力株式会社

出現種類数 8 

平均個数
57 

(個/1.000m3)

キュウリエソ (41.4) 

ネズッポ科 (14.2) 

主な出現種 単脂球形不明卵 4 (13.5) 

(%) 単脂球形不明卵 2 (12.9) 

単脂球形不明卵 (10. 2) 

単脂球形不明卵 3 (6.6) 

注 1)主な出現種は、総個数の 5%以上出現したものとした。

b. 稚仔

調査結果を表ー3.5に示す。

出現種類数は 5種類で、出現種はアイナメ属等であった。

また、出現した平均個体数は 3個体/1，OOOm3であった。

表-3.5 稚仔調査結果

調査年月日:平成 23年 11月 22日
調査機関 :東北電力株式会社

出現種類数 5 

平均個体数
3 

(個体/1.000m勺

アイナメ属 (43.3) 

出現種
ムラソイ (23.3) 

(%) ササノハペラ属 (20.0) 

イソギンポ (6.7) 

フサカサゴ科 (6.7) 
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(7)プランクトン

a. 動物プランクトン

調査結果を表-3.6に示す。

出現種類数は 63種類で、主な出現種は Sticholonche

zanclea等であった。

また、出現した平均個体数は 3，813個体1m3であった。

表-3.6 動物プランクトン調査結果

調査年月日:平成 23年 11月 22日
調査機関 :東北電力株式会社

出現種類数 63 

平均個体数
3，813 

(個体1m3)

原生動物 Sticholonche zanclea (29.7) 
主な出現種

(26.0) I (%) 節足動物
Naupl ius of COPEPODA 

Copepodite of Oithona (6.4) I 

注 1)主な出現種は、総個体数の 5%以上出現したものとした。

b. 植物プランクトン

調査結果を表ー3.7に示す。

出現種類数は 67種類で、主な出現種は HAPTOPHYCEAE等であ

った。

また、出現した平均細胞数は 10，535細胞ILであった。

表-3.7 植物プランクトン調査結果

調査年月日:平成 23年 11月 22日
調査機関 :東北電力株式会社

出現種類数 67 

平均細胞数

(細胞IL)
10，535 

ハプト植物 HAPTOPHYCEAE (22. 1) 

クリプト植物 CRYPTOPHYCEAE (9.6) 

主な出現種 Chae士ocerossociale (7.8) 

(%) 
黄色植物

(6.2) Nitzschia spp副

渦鞭毛植物 GYMNODINIALES (6.4) 

不明 微小鞭毛藻類 (9.2) 

注 1)主な出現種は、総細胞数の 5%以上出現したものとした。
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(8)海藻草類
調査結果を表-3.8に示す。

出現種類数は 64種類で、主な出現種はサビ亜科等であった。

表-3.8 海藻草類調査結果

調査年月日:平成 23年 11月 14日-17日
調査機関 :東北電力株式会社

出現種類数 64 

サビ重科

紅藻植物 ヤハズシコ口

主な出現種
ハリガネ

褐藻植物 マコンブ

種子植物 スガモ

注 1)主な出現種は、いずれかの調査浪IJ線で被度が 25%以上のものとした。

(9)底生生物(メガロベントス)
調査結果を表-3.9に示す。

出現種類数は 8種類で、主な出現種はキタムラサキウニ等であ

った。

また、出現した平均個体数は 4個体/rrfで、あった。

表-3.9 底生生物(メガロベントス)調査結果

調査年月日:平成 23年 11月 14日-17日
調査機関 :東北電力株式会社

出現種類数 8 

平均個体数
4 

(個体/ぽ)

キタムラサキウニ (35.0) 
赫皮動物

キンコ科 (23.3) 
主な出現種

(%) 軟体動物 工ゾアワビ (16. 7) 

海鞘亜細(単体ホヤ類) (11. 7) 
原索動物

マポヤ (8.3) 

注 1)主な出現種は、総個体数の 5%以上出現したものとした。

39 



1.青森県実施分

( 1 )調査方法

(2)分析方法

資

(3)調査データ

資料-1 水温・塩分

資料-2 クロロフィ Jレa

資料-3 卵鳳稚仔

資料-4 プランクトン

料

資料ー5 定置網水温(サケ)

資料-6 主要魚種漁獲動向(サケ)

2. 東北電力実施分

( 1 )調査方法

( 2)分析方法

(3)調査データ

資料-1 取放水温度

資料-2 水温・塩分

資料ー3 流況

資料-4 水質

資料-5 底質

資料-6 卵・稚仔

資料-7 プランクトン

資料ー8 海藻草類

資料-9 底生生物(メガ口ベントス)

(4)運転状況

40 

編



l 青森県実施分

(1)調査方法

調査項目

水温

(定置網)

海

洋
水温・塩分

環

境

ク口口フィJレa

海 卵・稚仔，

生 プランクトン

生

物 主要魚種漁獲動向

調査方法

定置網に設置した自記式水温・水深計により連続測定す

る。

調査点に停船し、メモリ一式の『水温・塩分計Jを所定の

深度まで沈め、水温と塩分を測定する。表層は探水し棒状

温度計で測定する。また、採水した表層水は持ち帰り、塩

分検定を行う。表層以深の水温・塩分の測定方法は、海洋

観測指針 (1999年)4. 3.1による。塩分は実用塩分で表し、

その単位は無名数とする。

採水器を用いて所定の深度の採水を行い、試料を持ち帰り

ろ過後、蛍光光度計で分析する。

プランクトンネットを用いて水深 150mから海面までの

鉛直曳により試料を採集し、ホルマリン固定する。試料は

持ち帰り、出現種の査定を行う。

漁獲統計、標本船、稚魚ネット、標識等による。

注 1)水温(定置網)は9-1月調査。なお、調査結果は第3四半期報に掲載。

注 2)主要魚種漁獲動向について、サケは第3四半期、イカナゴは第 1四半期にそれぞれ調査する。

調査頻度

連続

年4回

年4回

年4回

*実用塩分:実用塩分は、 1気圧、 150Cにおける塩化カリウム標準溶液 (1kg中、 32.4356gの塩化カリ

ウムを含んだ水溶液)との電気伝導度比によって定義され、無次元の値であるため数値だ

けで表示する。

*自記式水温計設置方法:定置網の胴網口や固定用ロープに自記式水温・水深計を設置する。計測され

る水深は海面から自記式水温計までの深さを示す。

(2)分析方法

分析項目

クロロフィJレa

クロロフィルa分析方法

分析方法(出典)

海洋観測指針 (1999年)6.3.2による
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13.8 

13.5 
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資料-2 クロロフィルa

調査年月日:平成23年11月26日

調査方法 :ニスキン採水器による採水

調査機関 :青森県

調査点
探水層 クロロフイJレa

(m) (μg/L) 

。 0.3 

20 0.2 

St.12 30 0.3 

40 O. 3 

50 O. 3 

。 0.3 

20 0.3 

St.14 30 0.3 

40 0.2 

50 O. 3 

。 O. 3 

20 0.3 

平均 30 0.3 

40 0.3 

50 0.3 

最大 0.3 

全層 最小 0.2 

平均 0.3 

注)小数点第2位を四捨五入していることから各層の値とその平均値は一致しない。
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資料一3.1 卵

個数 |魚類|キュウリエソ

(個/1.ooorrl) I 合計

出現種類数 I 1 

注 1)( )内の数字は、総数に対する組成率(%)を示す。

注 2)0は平均個数が0.5未満で、ーは未出現を示す。

注3)小数点第 1位を四捨五入していることから各種の計と合計値は一致しない。

個体数

(個体/1.000rrl)

資料-3.2 稚仔

ハゼ科
合計

注 1)( )肉の数字は、総数に対する組成率(%)を示す。

注 2)0は平均個体数が0.5未満で、 は未出現を示す。

注 3)小数点第 1位を四捨五入していることから各種の計と合計値は一致しない。
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資料-4 プランクトン
調査年月日:平成23年11月26日

個体数密度{値体/rrD

議査方法 LNPネットによる鉛直曳き(150m)

調査機関.青森県

調査点 St.12 

採集層 Q-150m 

腔腸動物 HYDROIDA 8 
2 CALYCONECTAE 5 
3環形動物 Larva of POLYCHAETA 18 

4 5 
軟体動物 Larva of GASTROPODA 3 

Umbo larva of PELECYPODA 8 
節足動物 OSTRACODA 3 

Calanus sinicus 6 
Nannocalanus minor 
Copepodite of Ca/anus 4 

Mesocalanus tenu阻om/s 3 
Copepodite of Mesocalanus 6 
Copepodite of Nannnoca/anus 9 
Eucalanus sp 

Copepodite of Eucalanus 10 
Mec ynocera danae 
Mecynocera c/ausi 1 

Paracalanus parvus 33 
Paracalanus aculeatus 9 
Copepodite of Paracalanus 8 
Copepodite of Calocalanus 

Clausocalanus arcuicomis 3 
Clausocalanus sp 9 
Copepodite of Clausocalanus 6 
Ctenocalanus vanus 19 
Copepodite of Ctenocalanus 8 

EUCHAETIDAE 5 

Sco/ecithricella sp 4 

Centropag田 bradyi
Gopepodite of Centropages 4 

Copepodite of Me的idia 5 

Lucicutia珂avicomis 11 

Copepodite of Lucicutia 3 
Candacia bipinna白 1 

Copepodite of Candacia B 

Acartia hudsonica 3 

Acartia danae 

C:QIl型oditeof Acartia 3 

CALANOIDA 5 
Oi廿)onaa甘antica 35 
Copepodite of Oithona 9 
Oncaea conifera 10 

Oncaea venusta 48 

Copel'.odite ..<>f Oncaea 
Corycaeus a伺nlS 14 

Corycaeus giesb問 chti 4 

Copepodite of COlγ'caeus 
Microste/la norvegica 
Copepodite of Microste/la 
Copepodite of Clytemnestra 

Nauplius of COPEPODA 8 

Hyperoche medusarum 

Caliptopis of EUPHAUSIACEA 4 

Furcilia of EUPHAUSIAGEA 5 

Lucifer sp 

Zoea of BRAGHURA 3 
Megaropa of BRAGHURA 

5557 9 8 
毛顎動物 Sagit匂 enf1ata 10 

Sagitta e/egans 13 

Sagit包 spp 25 

6m 6金星空5 1 

原索動物 Oikopleura longicauda 18 

Oikopleura spp. 100 

Friti/laria pellucida 3 

Fritil/aria borealis 
Fritil/aria sp. 3 
Doliolum sp. 

合計 551 

塑璽璽聖堂 57 

注1)( )肉の数値は、総数に対する組成率(%)を示す。
注2)0は平均個体数が0.5未満、ーは未出現を示す。

St.14 。-150m 計
3 11 

6 11 

5 23 

3 6 
4 12 

4 

3 9 
2 

4 8 

6 9 
10 16 
2 11 
2 2 

10 20 

2 3 

18 51 

17 26 
10 18 

7 10 

6 15 

6 
25 44 

B 

6 
4 B 
t 

2 6 

3 B 

16 27 
2 5 

2 10 
4 

2 3 

4 
2 7 
30 65 
4 13 
4 14 
25 73 
4 4 
12 26 
2 6 

1 
2 2 

1 

1 

9 

2 
2 6 

5 

1 4 

8 18 
12 25 

21 46 
4 22 

103 203 

6 9 
7 8 

2 5 

1 

437 988 

57 

注3)小数点第1位を四捨五入していることから各種の計と合計値は 致しない。
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平均値体数

6 (1.1) 

6 (1.1) 

12 (2.3) 

3 (0.6) 

6 (1.2) 

2 (0.4) 

5 (0.9) 
(0.2) 

4 (0.8) 

5 (0.9) 

8 (1.6) 

6 (1.1 ) 
(0.2) 

10 (2.0) 

(0.1) 

2 (0.3) 

26 (5.2) 

13 (2.6) 

9 (1.8) 
(0.1) 

5 (1.0) 

8 (1.5) 

3 (0.6) 

22 (4.5) 

4 (0.8) 

3 (0.6) 

4 (0.8) 

(0.1) 

3 (0.6) 

4 (0.8) 

14 (2.7) 

3 (0.5) 

(0.1 ) 

5 (1.0) 

2 (0.4) 

2 (0.3) 

2 (0.4) 

4 (0.7) 

33 (白6)

7 (1.3) 

7 (1.4) 

37 (7.4) 

2 (0.4) 

13 (2.6) 

3 (0.6) 

(0.1) 
1 (0.2) 

1 (0.1) 
1 (0.1) 

5 (0.9) 

1 (0.2) 

3 (0.6) 

3 (0.5) 

(0.1) 

2 (0.4) 

(0.1) 

9 (1.8) 

13 (2.5) 

23 (4.7) 

11 (2.2) 

102 (20.5) 

5 (0.9) 

4 (0.8) 

3 (0.5) 

(0.1) 

4941 (100.0) 



東通村白糠周辺の各サケ定置網の日平均水温及び測定水深

(H23.9-H24.1月調査のうちの 9、10月分)

漁場:小田野沢

センサーC センサーD
水温(OC) 水深 (m) 水温(OC) 水深(m)
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漁場，防衛庁前

センサ-A センサ-8
水温(OC) 水深(m) 水温 (OC) 水深(m)
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空白は未測定



資料-5.1.2東通村白糠周辺の各サケ定置網の日平均水温及び測定水深

(H23.9-H24.1月調査のうちの 11、12月分)

漁場:防衛庁前

センサーA センサーB
水温 (OC) 水深(m) 水温(OC) 水深(m)

17.0 5 17.1 4 

16.9 6 16.9 4 
16.7 6 16.8 4 

11/1 

11/2 

11/3 
1114 
11/5 

11/6 

11/7 

11/8 

11/9 

11/10 

11/11 

11/12 

11/13 

11/14 

11115 
11116 
11/17 

11/18 

11/19 

11120 
11/21 

11/22 

11/23 

11/24 

11/25 

11/26 

11/27 

11/28 

11/29 

11/30 

12/1 

12/2 

12/3 

12/4 

12/5 

1216 

12/7 
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12/18 
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16.5 
16.4 

16.2 
16.1 

15.8 
15.7 
16.0 
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13.6 
13.6 
13.6 
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13.3 
13.3 
13.5 
13.5 
13.0 
13.3 
12.8 
12.7 
13.0 
12.8 
12.6 
12.5 
12.3 
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12.1 
11.9 
11.6 
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11.2 
10.9 
10.8 
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11.1 
10.6 
10.5 
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10.3 
10.5 
10.6 
10.6 
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16.5 
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15.9 
15.9 
16.2 
16.4 
16.2 

15.8 
15.5 
15.4 
15.7 
15.6 
15.2 
14.7 
14.6 
14.7 
14.3 
14.0 

13.8 
13.7 
13.6 
13.6 
13.5 
13.4 
13.6 

13.6 
13.4 
13.5 
13.2 
12.9 
13.1 
13.0 
12.8 
12.7 
12.4 
12.2 
12.2 
11.9 
11.7 
11.4 
11.3 
11.0 
11.0 
11.3 
11.2 
10.9 
10.7 
10.5 
10.5 
10.7 
10.7 
10.7 
10.5 

10.4 
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漁場.小田野沢
センサーC センサーD

水温(OC) 水深(m) 水温(OC) 水深(m)

16.9 13 17.0 13 
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資料-5.1.3東通村白糠周辺の各サケ定置網の日平均水温及び測定水深

(H23.9.....H24.1月調査のうちの 1月分)

漁場紡衛庁 sIJ 漁場，小田野沢

センサ-A センサーB センサ-c センサーD
水温(。C) 水深t.al 水j昆Lf..2 水深t.al 水温ru 水深t.al 水温ru 水深t.al

1/1 10.3 6 10.5 4 10.2 13 10.4 13 
1/2 10.3 6 10.5 3 10.3 14 10.4 14 
1/3 10.3 6 10.5 3 10.2 12 10.4 12 

1/4 10.3 6 10.5 3 10.2 12 10.4 12 

1/5 10.1 6 10.3 3 9.9 13 10.2 13 
1/6 10.4 7 10.5 4 10.2 12 10.5 12 
117 10.2 6 10.3 3 10.1 12 10.3 12 
1/8 10.0 6 10.2 4 9.9 12 10.1 12 

1/9 10.0 7 10.1 4 9.9 12 10.1 12 
1/10 9.8 7 9.9 4 9.8 12 9.9 12 
1/11 9.6 7 9.7 3 9.5 12 9.7 12 
1/12 9.1 7 9.2 4 9.1 12 9.2 12 

1/13 9.0 6 9.1 3 8.8 12 9.0 12 

1/14 9.2 7 9.4 4 9.1 13 9.4 13 

1/15 9.4 B 9.5 4 9.2 10 9.5 10 

1/16 9.1 6 9.2 3 9.0 13 9.2 13 

1/17 9.0 6 9.1 3 9.0 14 9.1 14 

1/18 7.9 3 9.1 3 8.9 12 9.1 12 

1/19 8.9 3 8.8 13 8.9 13 

1/20 8.7 4 8.6 12 8.7 12 

1/21 8.4 4 8.2 12 8.4 12 

1/22 8.4 3 8.0 12 8.3 12 

1/23 8.1 3 8.1 12 8.2 12 

1/24 8.0 4 7.9 12 8.0 12 

1/25 8.1 3 7.9 12 

1/26 8.1 12 

1/27 8.2 14 

1/28 
1/29 
1/30 
1/31 

空白は未測定
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東通村白糠周辺の各サケ定置網の日平均水温及び測定水深

(H23.9-H24.1月調査のうちの 9，10月分)

資料-5.2.1

9/1 
9/2 
9/3 
9/4 
9/5 
9/6 
9/7 

9/8 
9/9 
9/10 
9/11 
9/12 
9/13 
9/14 
9/15 
9/16 
9/17 
9/18 
9/19 
9/20 
9/21 
9/22 
9/23 
9/24 
9/25 
9/26 
9/27 

9/28 
9/29 
9/30 
10/1 
10/2 
10/3 
10/4 
10/5 
10/6 
1017 
10/8 
10/9 
10/10 
10/11 
10/12 
10/13 
10/14 
10/15 
10/16 
10/17 
10/18 
10/19 
10/20 
10/21 
10/22 
10/23 
10/24 
10/25 
10/26 
10/27 
10/28 
10/29 
10/30 

10/31 
空白は未測定

漁場:ニゴリフジ
センサーG センサーH

水温(OC) 水深(m) 水温(OC) 水深(m)

漁場パザシキ
センサ-E センサーF

水温(OC) 水深(m) 水温(OC) 水深(m)
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u
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u
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n
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資料-5.2.2東通村白糠周辺の各サケ定置網の日平均水温及び測定水深

(H23.9-H24.1月調査のうちの 11、12月分)
海場パザシキ 治場:ーゴリフジ

センサーE センサーF センサ G センサーH
水温(OC) 水深(m) 水温(OC) 水深(m) 水温(OC) 水深(m) 水温(OC) 水深(m)

11/1 17.0 16.9 。 16.9 5 16.9 2 
11/2 16.8 16.8 。 16.8 4 16.8 2 
11/3 16.7 16.7 。 16.7 4 16.8 3 
11/4 16.7 16.6 。 16.6 5 16.6 2 
11/5 16.6 16.4 。 16.5 4 16.6 2 
11/6 16.5 16.5 。 16.6 4 16.7 
1117 16.5 16.5 。 16.6 4 16.6 
11/8 16.3 16.2 。 16.3 4 16.3 2 
11/9 16.1 16.0 。 16.1 4 16.2 2 
11/10 16.0 15.9 。 16.0 4 16.0 2 
11/11 16.1 16.0 。 16.1 4 16.1 2 
11/12 16.5 16.4 。 16.4 4 16.5 2 
11/13 16.4 16.4 。 16.4 6 16.4 3 
11/14 16.1 16.0 。 16.1 5 16.2 3 
11/15 15.8 15.7 。 15.7 5 15.8 3 
11/16 15.5 15.4 。 15.4 6 15.5 3 
11/17 15.6 15.5 。 15.5 5 15.6 3 
11/18 15.8 15.7 。 15.7 5 15.7 2 
11/19 15.6 15.6 。 15.6 4 15.7 2 
11/20 15.3 15.3 。 15.3 4 15.4 2 
11/21 14.6 14.5 。 14.6 4 14.7 3 
11/22 14.5 14.4 。 14.2 5 14.3 3 
11/23 14.6 14.5 。 14.5 5 14.5 2 
11/24 14.1 14.0 。 14.0 4 14.1 2 
11/25 13.9 13.7 。 13.7 5 13.9 2 
11/26 13.8 13.7 。 13.8 4 13.8 
11/27 13.7 13.5 。 13.6 4 13.7 2 
11/28 13.6 13.5 。 13.7 5 13.9 
11/29 13.7 13.6 。 13.7 4 13.8 2 
11/30 13.6 13.6 。 13.6 4 13.7 
12/1 13.3 13.2 。 13.3 4 13.4 2 
12/2 13.6 13.5 。 13.3 5 13.5 
12/3 13.5 13.3 。 13.5 4 13.6 
12/4 13.1 13.0 。 13.2 5 13.2 3 
12/5 13.2 12.8 。 13.1 5 13.3 2 
1216 13.1 12.6 。 13.0 4 13.2 2 
1217 12.8 12.4 。 12.8 5 13.0 3 
12/8 13.2 12.9 。 13.0 5 13.1 
12/9 13.0 12.8 。 12.9 4 13.1 2 
12/10 12.8 12.6 。 12.8 5 12.9 2 
12/11 12.7 12.4 。 12.6 4 12.8 2 
12/12 12.6 12.4 。 12.4 4 12.5 
12/13 12.2 12.0 。 12.1 5 12.2 2 
12/14 12.0 11.8 。 12.0 5 12.1 2 
12/15 11.9 11.8 。 11.8 5 11.9 2 
12/16 11.6 11.6 。 11.6 5 11.7 2 
12/17 11.3 11.2 。 11.2 5 11.3 2 
12/18 11.1 10.9 。 10.9 4 11.1 2 
12/19 11.1 10.9 。 11.0 4 11.1 2 
12/20 10.9 10.8 。 10.8 5 10.9 3 
12121 11.2 11.1 。 11.1 5 11.2 2 
12/22 11.1 11.0 。 11.0 5 11.1 2 
12/23 10.8 10.7 。 10.6 5 10.7 2 
12/24 10.4 10.1 。 10.4 4 10.7 2 
12125 10.5 10.4 。 10.4 5 10.5 2 
12/26 10.5 10.4 。 10.4 5 10.5 2 
12127 10.7 10.6 。 10.5 5 10.7 2 

12/28 10.8 10.7 。 10.6 5 10.7 2 
12/29 10.7 10.5 。 10.6 4 10.7 2 

12/30 10.6 10.5 。 10.4 5 10.6 3 
12131 10.6 10.5 。 10.5 5 10.6 2 

空白Iま未測定
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資料-5.2.3東通村自糠周辺の各サケ定置網の日平均水温及び測定水深

(H23.9-H24.1月調査のうちの 1月分)
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漁場:パザシキ
センサ-E センサーF

水温 (OC) 水深 (m) 水温(OC) 水深(m)

10.5 10.4 0 
10.4 10.3 0 
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空白は未測定
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漁場“ニゴリフジ
センサーG センサ-H

水温 (OC) 水深(m) 水温 (OC) 水深(m)

10.4 5 10.6 2 
10.3 5 10.5 3 
10.4 5 10.5 2 
10.4 5 10.5 2 
10.1 5 10.3 3 
10.1 5 10.3 2 

10.2 5 10.3 2 

10.0 5 10.1 2 

10.0 5 10.1 2 
9.8 5 9.9 2 

9.4 5 9.4 2 
9.0 5 9.2 2 
8.9 5 8.9 2 
9.1 6 9.3 2 
9.4 5 9.5 2 
9.2 5 9.3 3 
9.1 6 9.1 2 
9.8 2 9.1 2 

8.9 2 
8.7 2 
8.5 2 
8司2 2 

8.0 2 
7.9 2 



資料-5.3東通村白糠周辺のサケ定置網日平均水温の推移(H23.9月-H24.1月)
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資料一6.1

青森県、青森県太平洋側及び東通村太平洋側各漁協におけるサケ年間漁獲尾数の推移

漁期年
漁獲尾数(尾) 各漁協漁獲尾数(尾)

青森県 太平洋側 白糠 小田野沢 尻労 尻屋

S59 2，343，908 1，597，232 

S60 1，994，637 1，336，333 

S61 1，853，339 1，487，526 

S62 1，497，704 1，054，344 

S63 1，950，090 1，341，536 

H1 2，182，1601，615，365 

H2 3，271，800 2，573，553 

H3 2.292.444 1.772.062 

H4 2，720，344 1，948，663 328，715 85，431 514，993 256，485 

H5 2，461，418 1，780，214 269，495 95，971 407，090 178，744 

H6 2，891，429 2，240，777 367，565 130，600 548，956 259，261 

H7 2，020，313 1，483，802 201.254 93，996 290，385 130，065 

H8 2，762，517 2，025，089 208，649 81，704 351，143 224.019 

H9 2，383，072 1，846，522 234，664 127，659 445，224 181，563 

H10 1，468，903 1，121，845 136，106 43，154 178.595 61，002 

H11 942，170 688，499 67，538 15.260 90，738 37，989 

H12 1，510，772 1，239，263 189，457 52，763 201，425 62，386 

H13 1.089.057 816，072 102，333 37.243 143，167 53，337 

H14 1，384，869 1，098，427 124.706 43，480 162，947 65，662 

H15 1，386，589 1，028，471 140，152 26，625 100，860 46，520 

H16 2，240，577 1，502，390 144，568 45，836 163，057 57，917 

H17 1，259，120 734，298 126.829 35，268 99，352 12，159 

H18 1，753，705 1，299，714 186，746 36，450 161，049 37，861 

H19 1，379，867 1，044，021 123，473 28，013 104，769 34，013 

H20 1，200，057 972，652 111.242 38，967 85，179 37，392 

H21 981，159 636，321 85，578 37，033 77，990 19，224 

H22 1，026，267 694，447 132，881 48，605 92.837 20，584 

H23 847，964 597，233 74，522 28.983 85，385 23.234 

漁期年:当該年度の8月から漁期終了(翌年2月末)まで ー:未集計
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資料-6.2東通村白糠漁協及び小田野沢漁協におけるサケの旬別漁獲尾数の推移

合計
漁獲尾数(尾)

H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 H13 
9月以前 。 。 。 。 9 。 。 。 32 。 。
9月 上旬 。 。 35 781 90 110 54 1，136 830 。 。
中旬 19 3 448 505 1，431 1，124 786 1，858 1，650 4，885 436 
下旬 624 2，595 1，503 1，423 3，410 7，558 4，274 2，882 5，343 7，679 9，072 

10月 上旬 6，292 1，672 4，979 9，656 5，889 5，456 7，267 10，952 24，628 10，498 17，923 
中旬 11，077 1，708 10，532 15，664 4，582 21，681 19，942 28.342 20，230 15，772 12，724 
下旬 10，815 3，318 9，614 12，350 25，213 37，252 20，474 28，522 29，737 25，172 15，559 

11月 上旬 18，423 13，786 16，450 11，695 14，705 53，523 36，172 41，362 10，823 14，197 13，561 
中旬 26，353 34，215 20，644 27，084 28，791 31，795 49.375 20，185 16，840 30，563 19，848 
下旬 11，525 83，441 18，558 11，590 18，392 26，711 10.713 31.936 31.093 31，683 19，564 

12月 上旬 8，229 24，912 18，692 29，656 16，110 19，839 7，166 5，697 16.459 10，391 8，864 
中旬 4，719 7，077 10，552 12，663 24，451 7，557 2.139 4，995 3，202 8，006 13，446 
下旬 2，292 4，728 4，870 5，543 5，809 3，389 2.045 5，741 1，448 3，722 4，075 

1月 上旬 1，365 3，569 4，552 2，359 750 5，358 936 4，683 1，954 3，544 3，092 
中旬 1.359 379 1.007 7.868 1，174 1，673 554 1.785 1，650 1，636 997 
下旬 413 83 175 525 680 170 200 328 858 438 415 
合計 103，505 181.486 122，611 149，362 151，486 223，196 162，097 190，404 166，777 168，186 139，576 

※H23年漁期は1月末までの速報値

白糠
漁獲尾数(尾)

H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 H13 
9月以前 。 。 。 。 。 。 。 32 。 。
9月 上旬 。 。 15 31 90 83 54 1.136 830 。 。
中旬 19 3 448 433 1.196 774 634 1，858 1，483 4，341 436 
下旬 547 2.107 1.120 1，171 2，603 6，350 3β25 2，317 4，738 6，245 8，075 

10月 上旬 5，536 1，474 1，270 8，109 4，255 4，008 5，517 7，683 21，640 8，716 14，764 
中旬 8，495 1，390 6，715 12，774 3，870 19，526 15，241 21，825 18，629 12，720 10，359 
下旬 8，406 2，482 6，285 10，527 21.120 30，730 16，020 22，073 25，984 20，227 13，341 

11 FI 上旬 11，705 10，520 10，215 8，750 12，750 44，960 27.959 33.184 8，314 10，550 9，971 
中旬 19，170 25，320 16.100 19，975 23，830 26，565 39，974 15.163 12，753 20.180 13，820 
下旬 7，960 65，000 12，620 7，260 15，560 21，890 8，892 22，186 23，714 23，174 12，476 

12月 上旬 5，200 15，080 14，650 21，350 13，460 15，850 4，731 2，851 13，881 5，463 5，284 
中旬 3，345 3，800 7，845 6，995 18，580 6，285 1，607 4，080 2，715 5，735 8，054 
下旬 1，620 3，470 3，730 3，940 4，600 3，040 1，740 4，404 1，292 2，746 2，162 

1月 上旬 1，130 2，080 3，630 1，500 。4，960 759 3，861 1，793 2，836 2，470 
中旬 1，065 110 760 7.110 870 1，555 476 1，619 1，496 1，335 706 

下旬 324 45 175 480 680 170 200 328 858 438 415 
合計 74，522 132，881 85，578 110，405 123，473 186，746 126，829 144，568 140，152 124，706 102，333 

小回野沢
漁獲尾数(尾)

H23 H22 H21 H20 H19 H18 H17 H16 H15 H14 H13 

9月以前 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
9月 上旬 。 。 20 750 。 27 。 。 。 。 。
中旬 。 。 。 72 235 350 152 。 167 544 。
下旬 77 488 383 252 807 1，208 1.249 565 605 1，434 997 

10月 上旬 756 198 3，709 1，547 1，634 1.448 1，750 3.269 2，988 1，782 3，159 
中旬 2，582 318 3，817 2，890 712 2，155 4，701 6，517 1，601 3，052 2，365 

下旬 2，409 836 3，329 1，823 4，093 6，522 4，454 6，449 3，753 4，945 2，218 
11月 上旬 6，718 3，266 6，235 2，945 1，955 8，563 8引3 8，178 2，509 3，647 3，590 
中旬 7，183 8，895 4，544 7，109 4，961 5，230 9，401 5，022 4，087 10，383 6，028 

下旬 3，565 18，441 5，938 4，330 2，832 4，821 1，821 9，750 7，379 8，509 7，088 

12月 上旬 3，029 9，832 4，042 8，306 2，650 3，989 2，435 2，846 2，578 4，928 3，580 

中旬 1，374 3，277 2，707 5，668 5，871 1，272 532 915 487 2，271 5，392 

下旬 672 1，258 1，140 1，603 1，209 349 305 1，337 156 976 1，913 
1月 上旬 235 1，489 922 859 750 398 177 822 161 708 622 

中旬 294 269 247 758 304 118 78 166 154 301 291 

下旬 89 38 。 45 。 。 。 。 。 。 。
合計 28，983 48，605 37，033 38，957 28.013 36.450 35.268 45，836 26，625 43，480 37，243 
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資料-6.3.1 サケ定置網漁業者の日別サケ入網尾数

(H23.9....， H24.1月調査のうち 9"'"11月分)
防衛庁前定置網 小田野沢定置網 パザシキ定置網 ニゴリフジ定置網

入網尾数(慮】 ー些型重量一 入鍋昆数(.11.1 一豊車整璽一 入鋼車数f庖〉 一望重墾要一 入網屋数{尾] 一豊重重量一
オス メス 合計 k. オス メス 合計 k. オス メス 合計 k2 オス メス 合計 k. 

9/1 

9/2 

9/3 

9/4 

9/5 

9/6 

917 

9/8 

9/9 

9/10 

9/11 

9/12 

9/13 

9/14 

9/15 

9/16 

9/17 

9/18 
9/19 

9/20 

9/21 

9/22 

9123 

9/24 

9/25 20 20 40 
9/26 

9/27 

9/28 

9/29 6 7 13 

笠並
10/1 

1012 

10/3 

10/4 

10/5 7 8 15 
10/6 

1017 8 7 15 

10/8 

10/9 

10 

115 19 21 40 121 26 19 45 136 

12 5 17 51 

40 30 20 50 60 66 126 381 15 

15 30 20 50 
121 84 205 618 24 19 43 130 

50 50 20 70 95 87 182 551 32 20 52 155 

50 130 70 200 79 84 163 491 14 5 19 57 

10/10 100 100 200 600 350 250 600 
lWll W W W 1m  

10/12 70 60 130 380 120 80 200 
10/13 40 30 70 

10/14 110 80 190 570 180 130 310 
10/15 

10/16 
10/17 150 120 270 800 500 400 900 
10/18 

10/19 120 110 230 660 50 30 80 
10/20 180 120 300 
10121 50 30 80 250 100 50 150 

10122 
10/23 
10/24 180 150 330 1，000 400 300 700 

10125 

10/26 100 100 200 610 80 70 150 
10/27 

10/28 50 50 100 310 80 70 150 

10/29 
10/30 80 50 130 380 80 70 150 
10/31 

11/1 130 110 240 730 150 100 250 
11/2 

11/3 260 160 420 1，260 250 150 400 
11/4 

11/5 250 150 400 
11/6 24沼 190 430 1，310 
11/7 

11/8 210 110 320 960 300 200 500 
1119 100 100 200 
11/10 240 210 450 1，360 150 100 250 

11/11 

11/12 

11113 550 400 950 2，860 600 450 1β50 

11/14 

11/15 440 450 890 2，660 
11/16 90 100 190 580 700 500 1，2畑0
11/17 400 350 750 2，230 
11/18 150 100 250 
11/19 

11/20 250 220 470 1，410 12沼 100 220 
11/21 

11/22 160 180 340 1，010 250 200 450 
11123 
11124 
11/25 

11126 240 290 530 1，580 400 300 700 

11/27 
11/28 50 100 150 450 100 50 150 

11ノ29
11/30 13ゆ 150 280 830 100 50 150 

407 358 765 2，299 410 249 659 1，978 

96 61 157 474 104 73 177 531 

237 241 478 143 146 122 268 815 

539 510 1，049 3，150 293 224 517 1，550 
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資料-6.3.2サケ定置網漁業者の日別サケ入網尾数

(H23.9--H24.1月調査のうち 12，....1月分)
防衛斤目IJ定置網 小田野沢定置網 パザシキ定置網 =ゴリフジ定置網

入網尾数(尾〕 韓海霞量 入堕尾数{尾) 韓漁獲量 入網尾敏(尾) 韓撮獲量 入網尾数{尾i 一些重重量一
オス メス 合計 ~ オス メス 合計 ~ オス メス 合計 k星 オス メス 合計 ~ 

1211 
12/2 80 70 150 440 100 50 150 34 86 120 361 71 92 163 491 
12/3 
12/4 
12/5 200 200 400 1，200 150 100 250 282 388 670 2，010 199 268 467 1，401 
12/6 160 230 390 1，160 150 100 250 135 233 368 1，106 
12/7 78 148 226 706 
12/8 50 70 120 360 50 50 100 13 2 15 49 115 151 266 800 
12/9 
12/10 30 20 50 
12/11 100 150 250 750 77 144 221 664 103 133 236 711 
12/12 

12/13 25 50 75 220 150 150 300 26 34 60 182 50 49 99 299 
12/14 

12/15 20 30 50 150 83 89 172 468 31 29 60 180 
12/16 
12/17 
12/18 45 85 130 400 150 150 300 57 87 144 435 53 112 165 497 
12119 
12/20 100 100 200 12 32 44 133 
12/21 50 75 125 370 7 9 16 49 
12/22 5 5 10 30 100 100 200 30 43 73 221 43 46 89 261 
12/23 
12/24 
12/25 40 60 100 310 100 50 150 77 90 167 502 70 80 150 450 
12/26 
12/27 

12/28 20 30 50 150 100 50 150 45 47 92 278 
12/29 
12/30 10 10 20 
12/31 
1/1 
1/2 
1/3 
1/4 
1/5 60 60 120 350 100 150 250 48 47 95 289 51 77 128 383 
1/6 10 15 25 80 10 10 20 E 14 16 50 6 12 18 57 
1/7 
1/8 
1/9 10 10 20 60 15 15 30 14 18 32 98 15 24 39 119 
1/10 
1/11 6 10 30 30 20 50 11 12 23 73 25 
1/12 10 15 40 
1113 14 22 36 108 15 24 72 
1114 100 150 250 
1/15 12 15 40 16 15 31 94 
1/16 8 15 23 69 
1/17 10 35 45 140 30 40 70 15 56 71 212 15 19 34 103 
1/18 
1/19 
1/20 
1/21 
1/22 
1/23 
1/24 10 25 35 110 40 60 100 14 61 75 228 31 38 69 207 
1/25 40 60 100 
1/26 
1/27 
1/28 
1/29 
1/30 
1/31 
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資料6.4 サケ標識放流の再捕結果

平成23年 11月28日放流

1:!.:放流地点{尾数)

女:データロガー再捕(尾数)

0:ディスクタグ再捕(尾数)

外ケ浜町字国沖:女1

平成23年 12月2日放流

1:!.:放流地点(尾数}

女:データロガー再捕(尾数)

0:ディスクタグ再捕〈尾数〉

臭入瀬川 :01

八戸市白浜沖:01 

平成23年 11月29日放流

1:!.:;放流地点(尾数)
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資料-6.5.1 ロガー装着魚の水温、水深観測データ (1/2)
(平成23年 11月28日小田野沢沖放流群)

再捕月日:11月30日、再捕場所:白糠(定置)
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資料一6.5.2 ロガー装着魚の水温、水深観測データ (2/2)
(平成23年 11月28日小田野沢沖放流群)
再捕月日:12月2目、再捕場所:尻屋(定置)
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2.東北電力実施分

(1)調査方法

調査項目

取放水温度

水温・塩分

海

洋
流況

(涜向 E 流速)

環

境
水質

底質

卵・稚仔

海

生

生 プランクトン

物

海藻草類、底生生物

(メガロベントス)

調査方法 調査頻度

常設の電気式水温計により、連続測定する。 連続

調査点に停船し、メモリ一式の「水温・塩分計」を所

定の深度まで沈め、水温と塩分を測定する。塩分は実 年 4回

用塩分で表し、その単位は無名数とする。

所定の位置に「流向・流速計Jを係留し、 15昼夜に
年 4回

わたって流向と流速を連続測定する。

採水器を用いて所定の深度の採水を行い、試料を持ち

帰り、各項目について分析する。また、透明度は『セ
年 4回

ッキー板Jを用いて、水温は f水温・塩分計j を用い

て測定する。

探泥器を用いて海底の採泥を行い、試料を持ち帰り、
年 4回

各項目について分析する。

稚魚ネットの水平曳きにより試料を採集し、ホルマリ
年 4回

ン固定する。試料は持ち帰り、出現種の査定を行う。

動物プランクトンはプランクトンネットの鈴直曳きに

より、植物プランクトンは採水器により試料を採集
年 4回

し、ホルマリン固定する。試料は持ち帰り、出現種の

査定を行う。

潜水士が海水中に潜って目視観察および写真撮影を行
年 4回

い、出現種類や分布状況について調査する。

申実用塩分:実用塩分は、 1気圧、 15"Cにおける塩化カリウム標準溶液 (1kg中、 32.4356gの塩化カリウムを含んだ水溶

液)との電気伝導度比によって定義され、無次元の値であるため数値だけで表示する。

事透明度 :透明度は海洋表層の平均的な海水の濁りの指標であり、白昼に透明度板(セッキー板ともいう)という直径

30cmの白色の平らな円盤を水平に海水中に降ろし、上から見てこれがちょうど見えなくなる限界の深さをm

単位で表す。透明度の目視確認が海底までできた場合(着底した場合)は、その水深の値は透明度に含めな

い。
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(2)分析方法

水質分析方法

分析項目 分析方法(出典) 表示単位

水素イオン濃度 (pH)
環告59号別表 2.2

(JIS K 0102 12.1) 

酸性法
環告59号別表2.2

mg/L 化学的酸素 (JIS K 0102 17) 
要求量

(COD) 
アルカリ性法 環告59号別表2.2備考2 mg/L 

溶存酸素量 (DO)
環告59号別表2.2

mg/L 
(JIS K 0102 32.1) 

塩分 海洋観測指針 (1999)5.3 

透明度 海洋観測指針 (1999)3.2 m 

浮遊物質量 (SS) 環告59号別表 2.1付表9 mg/L 

水温
JIS K 0102 7.2 。c
(サーミスタ温度計)

全窒素 (T-N)
環告 59号別表2.2

mg/L 
(JIS K 0102 45.4) 

全リン (T-P)
環告59号別表2.2

mg/L 
(JIS K 0102 46.3) 

底質分析方法

分析項目 分析方法(出典) 表示単位

化学的酸素要求量 (COD) 底質調査方法(環水管 127号) mg/g乾泥

強熱減量 (1L) 底質調査方法(環水管 127号) % 

全硫化物 (T-S) 底質調査方法(環水管 127号) mg/g乾泥

粒度組成 JIS A 1204 % 

注 1)浮遊物質量 (SS)の付表番号は、水質汚濁に係る環境基準についての一部改正 (H23.10.27)に伴い、変更となっ
た。(改正前:付表8 → 改正後:付表9)
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(3)調査データ

取放水温度資料一1

(単位:"C) 

よ々 T 平成23年10月 平成23年11月 平成23年12月
取水口 放水口 取水口 放水口 取水口 放水口
19. 1 19.0 16.8 16.7 12.9 12.8 

2 18.7 18.7 16.7 16.7 13.0 12.9 
3 18.5 18.5 16.6 16.6 12.4 12.4 
4 18.4 18.4 16.5 16.5 12. 7 12.7 
5 18.4 18.5 16.5 16.5 12.3 12.2 
6 18.3 18.3 16.4 16.4 12.2 12.2 
7 18.0 18.0 16.0 16.0 12. 1 12. 1 
8 17.8 17.8 16. 1 16. 1 12.2 12.2 
9 18. 1 18. 1 15.8 15.8 12.3 12.2 
10 18.0 18.0 15.6 15.6 12.2 12.2 
11 17.7 17.7 15.4 15.4 11. 8 11. 8 
12 17.6 17.5 15.9 15.8 11. 8 11. 7 
13 17.5 17.5 16.2 16.2 11.6 11. 6 
14 17.6 17.6 15.8 15.8 11. 6 11. 6 
15 17.8 17.7 15.2 15. 1 11. 3 11. 3 
16 17.9 17.9 14.5 14.4 11. 1 11. 0 
17 17.4 17.4 15.0 14.9 10.7 10.6 
18 16.8 16.8 15.4 15.3 10.4 10.4 
19 17.3 17.2 15.3 15.3 10.4 10.4 
20 17.6 17.6 15. 1 15. 1 10.4 10.3 
21 17.6 17.6 13.6 13.6 10.4 10.3 
22 17.5 17.5 13.6 13.6 10.6 10.5 
23 17.5 17.5 13.8 13.8 9.5 9.6 
24 17.0 17.0 13.5 13.5 9.2 9.2 
25 16.6 16.6 12.4 12.4 8.6 8. 7 
26 15.9 15.9 13. 1 13. 1 9.4 9.3 
27 16.5 16.5 13.3 13.3 9. 7 9. 7 
28 16.3 16.3 13.3 13.3 10.0 9.9 
29 16.6 16.6 13.5 13.6 9. 7 9. 7 
30 16.7 16. 7 13.3 13.3 9.6 9.5 
31 16.7 16. 7 10.0 10.0 
平均 直 17.5 17.5 15.0 15.0 11. 0 11. 0 
最大直 19. 1 19.0 16.8 16.7 13.0 12.9 
最小直 15.9 15.9 12.4 12.4 8.6 8. 7 

凡例一「月の最大値

@ 月の平均値
ー」月の最小値

平成23年12月平成23年11月
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資料-2 水温・塩分

項¥目¥¥¥ \調査~点 St.17 St.18 St.19 St.20 St.21 St.22 St.23 St.24 St.25 St.26 St.27 

時刻 9・24 9:30 9:21 9:23 9: 18 9: 12 9:58 9: 12 9: 13 9:28 9:34 

天候 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇 曇

気温("C) 3.1 

風向 NW 

風速 (m/s) 4.4 

水深 (m) 6.5 8.5 9.0 12.5 15.5 17.0 21. 0 21.0 23.0 23.5 29.5 

水温("C)

観測層 (m)0.5 13.8 14.0 14. 1 14.2 14.4 14.4 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 

11 13.8 14.0 14. 1 14.2 14.3 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

21 13.8 14. 1 14. 1 14.2 14.3 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

31 13.9 14. 1 14. 1 14.2 14.3 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

41 13.8 14. 1 14. 1 14.2 14.4 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

51 13.7 14.0 14. 1 14.2 14.4 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

61 13.4 14.0 14. 1 14.2 14.4 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

7 14. 1 14.0 14.2 14.4 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

8 14.1 14. 1 14.2 14.3 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

9 14.1 14. 1 14.2 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

ド
10 14. 1 14.2 14.4 14.4 14.4 14.4 14.5 14.5 

ド15 13.7 14.3 14.4 14.4 14.2 14.5 14.5 

20 レrレ 14.3 14.2 14.2 14.5 14.5 
海底上2m 13.8 14.0 14.0 14. 1 13.9 14.3 14.3 14.2 14.2 14.5 14.4 

塩分

観測層 (m)0.5 33. 7 33. 7 33.8 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33. 7 33.9 33.9 

11 33.7 33. 7 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33. 7 33.9 33.9 

21 33.7 33. 7 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33.8 33.9 33.9 

31 33.7 33. 7 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33. 7 33.9 33.9 

41 33.7 33. 7 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33. 7 33.9 33.8 

51 33.7 33. 7 33.8 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33.8 33.8 33.8 

61 33.7 33. 7 33.8 33.8 33. 7 33圃7 33. 7 33.8 33.8 33.9 33.9 

7 33. 7 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33. 7 33.9 33.9 

8 33. 7 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33圃7 33.9 33.9 

9 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33.8 33.9 33.9 

f 
10 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33.8 33.9 33.9 

伝どケ子
15 33.6 33. 7 33. 7 33.8 33.8 33.9 33.9 

レーじケ20 33. 7 33.8 33.8 33.9 33.9 

海底上2m 33. 7 33. 7 33.8 33. 7 33. 7 33. 7 33. 7 33.8 33.8 33.9 33.9 
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St.28 

9:03 

曇

31.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.5 

14.4 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.9 

33.8 

調査年月日:平成23年11月22日

調査機関 :東北電力株式会社

St.29 St.30 St.31 St.32 St.33 St.34 

9: 18 9:03 9:00 9: 14 9:00 9・18

曇 曇 曇 曇 曇 曇

40.5 39.5 45.0 42.0 39.0 44.0 

14.5 14.5 14.4 14.4 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.5 14.5 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.4 14.4 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.4 14.4 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.4 14.4 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.4 14.5 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.4 14.5 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.4 14.5 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.5 14.5 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.5 14.5 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.5 14.5 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.5 14.5 14.5 14.4 

14.5 14.5 14.5 14.5 14.6 14.4 

14.3 14.4 14.5 14. 1 14.3 14.4 

33.9 33.9 33. 7 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33. 7 33.8 33圃8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33圃9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

33.9 33.9 33.8 33.8 33.8 33.8 

St.35 

9:00 

曇

48.5 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.4 

14.2 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33.8 

33司8



資料-3 流況

調査位置:St. 21 
(cm/s) 区分 N NNE NE ENE E ESE SE SSE s 

静穏
頻度 。 。。。。。。。。
(0/0) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

頻度 。 。。。。。。。。
- 5.0 

(0/0) 0.00 0.00 0.00 。.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
頻度 。 。。。。。。。

5.0 - 10.0 
(0/0) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.05 

頻度 4 8 4 10 15 18 36 31 
10.0 - 15.0 

(0/0) 0.05 0.19 0.37 0.19 0.46 0.69 0.83 1. 67 1. 44 

頻度 3 13 29 24 27 16 24 61 162 
15.0 - 20.0 

(0/0) 0.14 0.60 1. 34 1. 11 1. 25 O. 74 1. 11 2.82 7.50 

頻度 14 38 47 17 14 21 21 14 46 
20.0 - 25.0 

(0/0) 0.65 1. 76 2.18 O. 79 0.65 0.97 0.97 0.65 2.13 

頻(0/0度) 
21 73 43 11 6 5 。。 12 

25.0-30.0 
0.97 3.38 1. 99 0.51 0.28 0.23 0.00 0.00 。‘56

頻度 35 83 55 4 。。。。。
30.0-35.0 

(0/0) 1. 62 3.84 2.55 0.19 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

頻度 23 63 22 2 。。。。。
35.0 - 40.0 

(0/0) 1. 06 2.92 1. 02 0.09 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

頻(0/0度) 
14 37 16 。。。。。。

40.0 -
0.65 1.71 O. 74 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

合計 |頻(0/0度) 
111 311 220 62 57 57 63 111 252 

5.14 14.40 10.19 2.87 2幽64 2.64 2.92 5.14 11.67 

調査位置:St. 29 
(cm/s) 区分 N NNE NE ENE E ESE SE SSE s 

静程 l頻(0/0度) 
。 。。 。。。。。。
0.00 0.00 0.00 0.00 。.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

頻度 。 。。。。。。。 。
- 5.0 

(0/0) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 。.00 0.00 0.00 0.00 
頻度 。 。。。。。。。。

5.0 - 10.0 
(0/0) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

頻度 2 8 7 。。。。。 5 
10.0 - 15.0 

(0/0) 0.09 0.37 0.32 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.23 

頻度 15 55 86 11 3 4 3 15 28 
15.0 - 20.0 

(0/0) 0.69 2.55 3.98 0.51 0.14 0.19 0.14 0.69 1. 30 

頻度 8 50 95 40 16 13 5 7 63 
20.0-25圃 O

(0/0) 0.37 2.31 4.40 1. 85 0.74 0.60 0.23 0.32 2.92 

頻度 16 64 86 49 19 26 8 9 76 
25.0-30.0 

(0/0) O. 74 2.96 3.98 2.27 0.88 1. 20 0.37 0.42 3.52 

頻(0/0度) 
8 76 78 15 1 2 1 56 

30.0 - 35.0 
0.37 3.52 3.61 0.69 0.05 0.05 0.09 0.05 2.59 

頻度 70 10 2 。。。。 17 
35.0 - 40.0 

(0/0) 0.05 3.24 0.46 0.09 0.00 0.00 0.00 0.00 O. 79 

頻度 37 58 11 。。。。 5 
40.0 -

(0/0) 1. 71 2.69 0.51 0.05 0.00 0.00 0.00 0.00 0.23 

合計
頻度 87 381 373 118 39 44 18 32 250 

(0/0) 4.03 17. 64 17.27 5.46 1.81 2.04 0.83 1. 48 11.57 

注1)頻度の(%)は、小数第3位を四捨五入しているため、合計は一致しない場合がある。
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。
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。
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35 

1. 62 

301 

13.94 

144 
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2.22 

。
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。
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SSW 

。
0.00 

。
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。
0.00 

9 

0.42 

152 

7.04 

157 
卜-

7.27 

130 

6.02 

51 

2.36 

36 

1.67 

33 

1. 53 

568 

26.30 

調査年月日:平成23年11月10日-11月24日

講査機関 :東北電力稼式会社

SW WSW w WNW NW NNW 
。 。 。。。。
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

。。。。。。
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

。。。。。。
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

10 3 。。。。
0.46 0.14 0.00 0.00 。.00
139 51 21 8 5 3 

6.44 2.36 0.97 0.37 0.23 0.14 

52 20 19 8 5 8 

2.41 0.93 0.88 0.37 0.23 0.37 

6 。 1 4 4 5 
0.28 0.00 0.05 0.19 0.19 0.23 

。。。。 2 2 
0.00 0.00 0.00 0.00 0.09 0.09 

。。。 1 1 3 
0.00 0.00 0.00 0.05 0.05 。ー 14
。。。。。 7 
。幽00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.32 
207 74 41 21 17 28 

9.58 3.43 1. 90 0.97 O. 79 1. 30 

SW WSW W WNW NW NNW 

。 。 。。。。
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

。。。。。。
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

。。。。。。
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2 2 。。
0.09 0.09 0.00 0.00 0.05 0.05 

107 13 9 4 4 5 

4.95 0.60 0.42 0.19 0.19 0.23 

50 5 3 4 4 
ト

2.31 0.05 0.23 0.14 0.19 0.19 

17 2 。 3 
O. 79 0.05 0.09 0.05 0.00 0.14 

2 。。。。
0.09 0.00 0.00 0.00 0.00 0.05 

2 。。。。
0.09 0.00 0.00 0.00 0.00 0.05 

2 。。。。 3 
0.09 0.00 0.00 0.00 0.00 0.14 

182 17 16 8 9 18 

8.43 O. 79 O. 74 0.37 0.42 0.83 

合計
。
0.00 

。
0.00 

1 

0.05 

175 

8. 10 

887 

41.06 

488 

22.59 

239 

11.06 

181 

8.38 

115 

5.32 

74 

3.43 

2160 

100.00 

合計
。
0.00 

。
0.00 

。
。.00
37 

1.71 

514 

23.80 

521 

24.12 

507 

23.47 

292 

13.52 

139 

6.44 

150 

6. 94 

2160 

100.00 



水素イオン濃度
(pH) 

[一]

酸性法

化学的

酸素

要求量
(COD) 
[mg/L] 

溶存酸素量
(DO) 
[mg/L] 

塩分

[一]

透明度

[mJ 

資料-4 水質
調査年月日:平成23年11月22日
調査方法 :バンドーン型採水器による採水

St.23 1 St.27 1 St.30 1 St.32 

8. 1 8.1 8. 1 

0.5ml 33.9 

5.0ml 33.9 

20.0ml 33.9 

33.9 

33.91 33.9 

33.9 

33.9 

33.91 33.91 33.91 33.91 33.9 

>8.51 13.51 14.51 13.51 18.01 18.01 16.5 

2 

浮遊物質量
(SS) 
[mg/L] 

水温

[OcJ 

全窒素

(T-N) 
[mg/L] 

全リン
(T-P) 
[mg/L] 

-

J

I

-

-

ノ

九

一

ノ

九

ノ

九

ノ

¥

2 

2 

く1O.5m 

5.0m 

O.5m 

5.0m 

20.0m 

の

注2)透明度以外の『平均値』の算出にあたって、定量下限未満の値は定量下限値として計算し、

全ての値が定量下限値未満の場合は、平均値に不等号を付けて表示した。

注3)透明度の最小値、平均値の算出には着底した値を含めていない。

注4)St.18は水深が8.5mであるため、海底上1.0m層で採水した。
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資料ー5 底質

調査年月日:平成23年11月18日

調査方法 :スミス・マッキンタイヤ型探泥器による採泥

調査機関 :東北電力株式会社

一一三仁一一-1千点 St.a St.b St.o 最大値

化学的酸[m素g/要g乾求泥量]〔COD) 1.0 0.5 0.5 1.0 

強熱減量 (IL)
10.0 4.4 4.0 10.0 [0/0] 

全硫化物 (T-S)
く0.01 <0.01 く0.01 く0.01

[mg/g乾泥]

磯 (2.000mm以上) 1.5 O. 1 O. 1 1.5 

粒度組成 粗砂 (0.425"""2. OOOmm未満) 92.8 1.4 0.3 92.8 

[0/0] 細砂 (0.075......0. 425mm未満) 3. 8 97. 1 98.4 98.4 

シルト (0.005......0. 075mm未満) 0.2 O. 1 。首 2 O. 2 

粘土・コロイド (0.005mm未満) 1.7 1.3 1.0 1.7 

注1)結果欄中の r<Jは定量下限未満の値を示す。
注2)平均値の算出にあたって、定量下限未満の値は定量下限値として計算し、全ての値が定量下限値未満の

場合は、平均値に不等号を付けて表示した。

注3)強勲減量と粒度組成は、重量百分率で示した。

最小値

0.5 

4.0 

く0.01

O. 1 

0.3 

3.8 

O. 1 

1.0 

平均値

o. 7 

6. 1 

く0.01

0.6 

31.5 

66.4 

0.2 

1.3 



資料-6.1 卵

29 37 19 65 

調査年月日:平成23年11月22日

調査方法 丸稚ネットによる水平曳き (600m)

調査機関 東北電力株式会社

St. 34 St.35 言十 平均個数

全層0.5m 5.0m 0.5m 5.0m 0.5m I 5.0m 全層 O. 5m 5.0m 

14 13 3 28 95 188 283 16(40ρ31|(41. 9) 24! (41.4) 

97 97 16|(21. 6) 8i (14.2) 

5 13 12 4 31 391 70 5 (13. 2) I 7 I (8. 7) • 6， (10.2) 

49' 
7 i (目 的l hl (10 9) 瓦川引1(正61面防副I 

7 2 3 39， 88 

2 3 25 20 45 4|(106〉193|(1(41心5)| 
一一世一寸4 11 6' 3 51 92 7 (17.4) 

一一一一「一一一一一
2 o (0. 9) i 0 I (0. 3) 

2 2 5 7 。(0.9) • (1. 1) I (1. 0) 

32' 41 251 38 235 4491 684 39 (100.0) 75 (100.0) I 57 (100. 0) 

5' 5 5! 4 7 8 

個数密度(個/1.000m3)

~ 
調査点I St.23 

採集層I0.5m ' 5.0m 
St.30 

0.5m : 5.0m 

St.32 

0.5m 5.0m 

St. 33 

0.5m 5.0m 

σ3 
h 司

回

mv

回

m

，

ソ

一
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エ
一
科
一
不

リ
一
ポ
一
形

ウ
一
ツ
一
球

ユ
一
ズ
一
脂

キ
一
ネ
一
単

1
一

2
一
3

21 15 9 30 

~.~I 5: 41 6|-J119110  

4 単脂球形不明卵 2 I 7 i 41 5 21 19 361 2 

5 単脂球形不明卵 3 I 劃 41 61 13 1叫
一一一一一一一1 川 i 十一一ゴ一一寸一一一一

6 単脂球形不明卵 4 I 19! 11 剣 3| 

7 阜脂球形不明卵 5 I L_l__j 
8 無脂球形不明卵 1 I 1 1 31 2! 

合計

出現種類数
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注1)平均個数欄の( )内数値は総数に対する組成率(%)を、個数の0は0.5個/1.000m3未満であることを示す。

注2)平均個数は小数第1位を、組成率は小数第2位をそれぞれ四捨五入していることから、各種のE十と合計値は一致しない場合がある。
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資料-6.2 稚仔
調査年月日:平成23年11月22日

調査方法 :丸稚ネットによる水平曳き (600m)

個体数密度(個体/1，000m3) 調査機関 :東北電力株式会社

~調査点 8t. 23 8t. 30 8t. 32 8t. 33 8t. 34 8t. 35 百十 平均個体数

採集層 O. 5m: 5.0m 0.5m 5.0m 全層0.5m 5.0m 0.5m 5.0m 0.5m 5.0m 0.5m 5.0m O. 5m 5.0m 全層 O. 5m 5.0m 

1ササノハベフ属 21 2 2 2 4 6 0: (13.3) 1: (26. 7) I (20.0) 

2イソギンポ 2 2 2 o (13.3) 。| (6. 7) 

3 ムラソイ 2 2 2 7 7 1! (46. 7) ! 1 . (23. 3) 

一一一4 フサカサゴ科 2 2 2 iol(133)|O(67) 

5 アイナメ属 3: 2: 5 31 13 13 2 (86. 7) ! 1 (43. 3) 

合計 2 3 2 2 6 21 2 51 2 31 15 15 30 3 (100.0) i 31 (100. 0) ! 3 (100.0) 

出現種類数 3 2 4 5 

注1)平均個体数欄の( )肉数値は総数に対する組成率(%)を、個体数の0は0.5個体/1.000m3未満であることを示す。

注2)平均個体数は小数第1位を、組成率は小数第2位をそれぞれ四捨五入していることから、各種の百十と合計値は一致しない場合がある。
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資料-7.1 動物プランクトン (1/2)
鯛査年月日:平成23年11月22日

概査方法 北原式閉鎖定量ネットによる鉛直曳き

個体数密度(個体1m3) 概査機関 :東北電力株式会社

ーーーーー一ーーーーーーー 聞査点 St. 23 1 St. 30 1 St. 32 1 St. 33 St34 1 St.35 計 平均価体数

門 穣名 採集周ro:.s;，，-s孟扇;ro元m 5二言語~-I--o~-，m 5-20ml-EJI二五日一日石J5-20m1 0-5m 5-2伽 0-5m1 5-2伽|全周 0-5m 5-2伽一一「一一歪肩

1 悶物 GI物"~_~，.~.P一一 一一~_?J_80801 20 101 100971 197L(O_})!16(0.6)l!6J~ 
2 Ch.11enE'sr;s xiJphod，on72027Tう 5(0.2)2(0.1)

il [~_ti.竺p』空n内z.no/ea …1》E，0-画 260 127 80o 38711，08瓦 ヲ均五002，880 ωo 1，060 7，竺一48一0吐01JZ61空8103L一一15620650 3 1→ 日23(26.7)1 9特例.3) 1，133(297) 
4 RADIO凶剛 一 13l--76:一一面「一面 107 13 (03)10↑(1.1)1 221(06) 

51 1 Xystonellopsis s pi31--'40'J7  (0.1): 2(Ol~i(0.1) 
6 腔腸動物 IHYDROIDA 71---- 27 40 10 1 501 47' 971 8 (0.2)8 (0.3); 8， (0.2) 

7 扇町OPHO貼 80 271 71 40 1 40--131' 20 即日 22730(0.6)r---s (03) 19， (0.5) 

8 環形動物 Larva of POLYCHAETA 401 13 20 71 40 13 40 7 千 4ω0 m 2捌0∞引0l一3矧 2331 3幻3 仰川川)引| 6 附 1竺9~22
9 触手動物 Cyphonautes of BRYOZOA 7' 71 1(0.0)， 1 (0.0) 

10 軟体動物 Veliger 0'fGASTROPODA-' --I --13 竺 」型 2O"'---wj 1801 33j 213一一 3o (0.6)6， (0.2) 18 (0.5) 
~1J ID.:::shape_d_i竺内空ofBIVALVIA 131 20 4_0___J __  2_0; 101 80， 23 103 13 (0.3) 4 {O_I)j____2J (0.2) 
12 ー“ M同コmSTb。RAiaC同OaDoAf BIVALVIA 40 107 7 801 40 一 80 一 7 40 271 50 240 238 478 40 (08)40 (1.5): 401 (1.0) 
131 lI'l足翻吻 40， 13 4o 1 1 80， 13 93 13 (0.3); 2 (0，1) 81 (0.2) 

141 ICal.nus mOU5 | 131 13 13 ~里子'2l___1ι(0.0)
151 1 Calanu5 tenuiom15 || ↓ 33 … 一一言。一一 一一一一面r-----wrーっ 201一41，一 611 3 (O.I)j 7_ cca__ __ 5__(O.:_I) 
11118 8 7 ・ Copepodite of CA凶 NIDAE 1 1 ド一一 101 13 13 2' (0.1) 1 (0.0) 

cムムh叫 i-fbcalanus 1 -，  --7r-- 1:31--'40一一 一 401 20， 60 7 (0.1)1 3! (0.1弘___5_，_ (0.1) 

内r'Bcalanu，sao山 atus 1 1 1 51 5:511(0.0)!QL~Q2 
IP.rao拍 nU5paw'us 40， 1 71 16040-780-201101  22o 14436<I_L_!7 __  (0.7)24(0.9)1 ，1Q__J{):_8} 

20 幅一一…ム sp. 1 1 1 1 13 40 一一丁 1 40' 13 531 7 (0.1); 2 (0.1) 4， n丑
21 川|C20apuespoocdaitJaenoufs P'8racalar1U5 1 2001 271 20， 271 200401 120 140360 3201 1801 1201 1，08O674 1，754180 (3.6) I 112 i (4.2) 146 (3.8) 
22 us向rrcatu5 1一一ーム ー 131 13 131 2 (0.1) _I~ 
三五 Claus00al，.nU5 pe明間 131 40 40 13 53 40: 701 120: 149 269 20 (函「三五 (0.9) i 22 (0.6) 

241 ICopepodite of Clausoc拍 nu5 1 160， 131 40， 531 320' 531 360 m 一云子 2931 14o 1801 1，3001 812 2，i!2T'-2'子両「一面「 (5.1)1ー 1761 (4.6) 
251 1 Copepodite of Ctenocalams -一一一丁 7 一 10 17一 17一一1 一 3 (0.1)1 14111-(Jf(D型04O)1 ) 
261 ICalocalanu55tyliremis 1 1 1 1 71 1 1 7 71 1 (0.0) 

271 1 Copepodite of Calocalanus 1 1 1 1 80 531 201201 10073' 1737 17， (0.3) i 12(0.5) 1 

28 Copopodit00f cen廿'opages ー← ( 2q 一一 1 20' zo !_.J'0.1)1 2 __  (O.O) 

29 空_?_f)_~空空性 i竺 ofPI/eumm.mma 20 1 20 20 3 (0.1)1 2~_(O.O) 

扇 町 一- 20 10， 51 3QL__ 5 _3_5 仁弘 ~(0.0)l -231|1J((O0唖.0l) ) 
3 1c。pepodit.eO'fLU01，Cuba 1 1 1 1 1015 1O! 5151  2， (0.0)l(0.0)l 

;;;;1一一一一--
32 Copopodit00fCand.G1. 1 1 1 1 71 131 1 4υL__ :.W ~ 3 (0.1)1 21 一一
331 10ithona a tl..ntic• 1 1 1 1 1 1 w， 20， l203ー;__jO.I)! 21(0.0) 

341 10伽 n.nana 1 201 40 1 60， 201 1001 40' 140 _l_~ __  (巴孔 7i (0.2) 12~(臼
35 0itho畑山ifer. 1 4o 13 7L_____l____!~ 71 1 10: 101 130 37 即 22 (0.4)| FL旦ヨ) 14 (0.4) 

361 IOithona similis 40131 40712o  131 401201 16o 1071 100801 500， 3408401 83 (1.7)L___~ZLi2 1) ， 70 (1.8) 

Oi向司竺 13 20 80' 131 80 131 40 531 20| 301 24o 122 362 40 (0町 却 |(0.8)1 30: (0.8) 

Copopodit00f Oithona ..j 36o 1601 120 53240'1731 360 3201 4002403202001，8001，146I2，9461 300， (6.1) 191(7.J)i 246: (6.4) 
Paroithona pul/a 60 UO ~I 101 UOj 1n24320， (0.4) 21 (0.8)201(0.5) 

40 6…ー下両五一一一 20 131 10 201 2343  3' (01) -4  (01) 41(OI) 
注1)平均値体撤欄の( )肉敏値1;1:偶数に対する組成車(%)壷.個体撤回0は0.5個体(m'車満で晶ることを示す.

注2)平均個体搬は小数軍1位を.組成車は'J、散第2位をそれぞれ四捨五入しているζとから、各種白百十と合計値は 致しない場合が晶る.
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資料-7，1 動物プランクトン(2/2)
鯛査年月日:平成23年11月22日

間査方法 .北原式閉鎖定量ネットによる鉛直曳き

個体数密度(個体1m') 嗣査機関 東北電力株式会社

つ?17一一一一誌は川江主J示 UJTiJふ|ずいにPLJL-3Fl一切十百七f 野十一全「
節足動物

42 

43 

45 

ぽ
49 

52 

53 

54 

は川H川山5eZ則剖a刷I 周毛哩預察m動動，物物

62 

63 

慌をne. 十干い=j--4~_GQþ80_~_-__ 331 m三1::]1_20，=プ::lJ112寺弓"
限量二三==i2:~~ ~~---60"-- 331一五一- 1:~tづ円1f一明日三語
能恥~~!_--~ 240 -~~I 一戸十司寸訂:
ロ;おなrose旬l恒 十寸~ri~-~6j- 20 131 40ーιト-3---~~f--~~-- iril-1:~'-~ól 

;七二日 汁ベilf 日 j
mr L1 一一*一一斗-r」立一二二一一 111-ι芽7jidJlτ11i

一:;mtr;::;a | 布「一一:百厄いh証 ~--4干~0--1~3r-一一一一づ1干「十一1剖ι三;引~1--:î寸0 一一一一一一一一一一一一寸一一→
;紅2詑出ごrz出記誌Ltb♂桶扇両函雇A一斗 40正ιo一一一-斗斗一 ι一~……… ヲ寸卜 40 一斗|卜← ι ゴ4斗1仁千一一J一8土141トドp旦… 1十~い2ω引lイ:!ト-一…な当叫卜ド竺竺-__jQ主」斗計H印イt詰ト号イ説:;2詑:ff !: : 
合計 | 
出現種額数 | 
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資料一7.2 植物プランクトン(1/2)

細胞数密度(細胞!L)

~ 
馴蓋点

05mSt 23 50m ト1ー05mst30 50m 
St.32 St.33 St.34 片手1LDJ-探集周 一 一 o:s;;，-，丙「0.5m 5.0m 0.5m 5.0m 

ヲリブト値物 CRYPTOPHYCEAE 1，7401 1，260 720， 840 720 1，500 900 480 720' 600 1，440 1，260 

2 渦鰻毛植物 Prorocentrum ba/ticum 120' 60 180， 60， 
一一一一一一十一一一6一0 

3 D;noρhysis caudata 30 15 30 

4 Pronoctiluca sp;ni向ra 120 60 60， 30 60 30 

5 GYMNODINIALES 
一1，2一66001l一540 540 660 ~20j__型 840 660 420 900 卜出 360

6 7 
Protoperidinium sp. 

Ceratium arietinum 15 15 
ト一一 一-_一一一一一一

自 Ceratium fusus 
一一一一15 

9 Ceratium ko向idii 15 15 

10 PE問D1NIALES 660 960 240 540 540 540 120 360 240 420 240 180 

ハ質ブ色卜植植物物
11 HAPTOPHYCEAE 3，840 2，460 1，680 3，060 2，880 1，440 1，440， 1，740 2，820 1，440 l，44013，6690 0 
12 Dictyocha打'bula 90， 90 30 120 60 30 30 

iia Ske/etonema 005恒tum
120| 60 

510 120 

90 
一一一一一一一

14 Leptocylindrus dan;cus 60 180 

90 15 
，川LG2叩u0rhteaotrhozFyhmlinhdhHycJsscttrmdix a edJterrsneus 

61051615 0 ト一一トー
60 60 300 

16 30 60 30 

15 17 

312015 001132010 0 

15 15 

18 ||TThTaa laal ss siosira mala 720， 660 300 780 660 240 612600 1240 120 480 

19 SIOSlra sp 4801 240 180 270 180 150 60 120， 120 

一一30 I 135 30' 45 
220 1 

Coscinodiscus sp 60 30 30 30! 45 

に江口izsen 15 i 15 15 15; 30 60 
30十11一一一一一一一61一5 0 

22 sarcophagus 一6Õ~ 30' 30 30: 30 60 60 30 

23 Rhiz050Jenia a/ata 30 15 

日; Rhizoso/enia bergonii 30 15 15 15 

Rhizosolenia calcar avis 15 15 
一一

日! Rhiz050/enia delicatula 120 180 

Rhizosolenia 骨'agilissima 90 60 

28 Rhizoso/enia hebetata f. semispina 15! 15 15 15 

29 Rhi.z050/1enia phuketensis 2ー40→ 60 210 420 60 150 180 240 180 
一一一一一一一←-

30 Rhizosolenia robusta 15 15 15 

Rhizosolen;a setigera 15 15 

RhizosoJenia stolterfothii 

24600「一一124一5 0 

60 120 90 

33 Bacteriastrum varians 120 120 180 

法:::… 60 

ceros compressum 300， 300 180 180 

180， 270 120 は! Chaetoceros curvisetum 60 60 390 120 120 

Chsetoceros danicum 150 30' 90 30 

38 Chaetoceros debile 240 
157054980 0 

Chaetoceros decipiens 60 150 45 90 30 45 

Chaetoceros didymum v. protuberans 90 

注1)平均細胞撤欄の( )両数値は総数に封する組成車{同)を.細胞撤回01ま0.5細胞/L未満で晶ることを示す.

注2)平均細胞散はIj、敏第1位を、組成事l孟Ij、散第2位をそれぞれ四捨五入している己とから、各種目計と合計値は一致しない場合がある。

間査年月日:平成23年11月22日

間査方法 バンドーン型探水器による保水

眠査機関 .東北電力株式会社

0.5m 5骨.0十m 全眉
平均細胞散

0.5m 5.0m 査~

6，240 5，940 12，180 

立J 笠1553三世(9。9n:o笠0η0)) :73叩4S35LIJ悶Cσ0」O042l町---!6Jι3哩1a531UL一f盟回{0UO0巳P町句) 
f--3~~ 12~ 4~~ 
301 451 75 

- 4，3920011 弱270「1l，3山660 0 
601 

151 151 30 

15' 15 

引事ョ著
mト内側
2701 1801 450 

1201 510' 630 

15， 135' 150 

15' 45~ 
3 00!担ι)!一二副!?E巴二_(瓦(0JA.証1)L|二2空旦5豆-豆101亙?0) ) 2，580 I 2，700 i 5，280 430 (4. 

官-11
230 (2. 

一1土31551立j側mー正f31i50LJ」-世P町o十一- % 削
16 (0.2) 

35! (旦~)
30 15， 45 4 i (O.O) 

15 60' 75 61'(o.l) 
15 151 30 3 (0.0) 

120: 1801 300 25' (0.2) 

13 (O.I) 90: 60[ 150 

~-(~:~)I 5 ゅの 5! (0.0) 
30139001ll，7460 0 
1，0501 6901 ー 175 (1η_ __l_l_5_____j_l_.I_)~: __1竺ι」竺)
30' 15 45 51 (O.O) 1 31 (O.O) 1 4: i2Jl) 
15 15 30 2L5| 盟m主目」一 31 (O.O) 1 3! (O.O) 
150 165 315 281 (0.3) 1 26! (0.2) 

90 …40 似 )1 65 仰)
540 240， 780 

120 120 20 (0.2)|1_O___j().l) 
780 1801 960 130ーQ.3l! 30: (0.3)1~~) 
240 1，080! 1，320 4õ~~(ii4)! 180 (1.7)， lIO(l.il) 
30! 270' 300 5i (O.O) 451 型(1竺1担)l 25|(02) 
1501 720: 870 251-02) 凶 73j (0.7) 

1351 450' 585 23! (0.2) 75 L--{Qり 491 (0.5) 

90! 90 151 (0.1) 8! (0.1 
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資料一7.2 植物ブランクトン(2/2)

調査年月白:平成23年11月22日
概査方法 目バンドーン型採水器による探水

細胞数密度(細胞/L) 間牽機関 ，東北電力株式会社
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静ず同 一一口|可寸可古川切羽 1ムI7201 Jm|;一旦jt点「五斗232ヰ 21
堕L---_j~誌な」pcbsでど-----424-ZU01E11ご4fi:lJ;;zu:::iz誌なド:リド臼;2--j;U;;;;l

I~I-竺害応aL33QEAE 44Z1211;:::;:lぷ;::-13;;:日243i|寸;:i-誌円却すiZっ認h;:ト(立十ζf-:33;:?
合計 1 16，650 13，2601 8，415; 11，2白112，285 8，6401 7，395 8，5951 9，720 10，5451 民175 11，5351 62，6401 63，780 126，42oj_ 10，i_4QL (100の 10，ωo(100.0)1 1仏535(100.0) 
出現種類敏 1 38 431 33 301 33 311 

注1)平均細胞徹欄の( )向数値i主総散に対する組成車(弛)を、細胞車問01..0.5帽阻/L軍調でめQCCとを事す。
E主2)平均細胞散は小蝕第1依在、組成車は小数第2位をそれぞれ四捨五入していることから、各種の計と合計値は一致Lない場合がある.



h 司
巳白

単位:%

分頬群
距離 (m)

出現橿 / 全体被鹿

1紅旗植物 カギノリ

2 ヨレヴサ

3 オパヲサ

4 イソキリ

E ヤハズシコロ

自 ピリヒ1<
7 サピ亙科
g アカパ

自 ミチガエソウ

10 ムカデノリ

11 キントキ周

12 イワノカワ科

13 ツノマ聖周

14 アカパギンナンソウ

15 ヵ1<ノリ
16 ハリガネ

17 ぅt}レス

18 フシツナギ

19 アナ':11レス
20 ハネイギス

21 サエダ

22 ヲシペニヒパ

23 イギス科

24 イソハギ

25 ダジア科

26 ハイウスパノリ属

27 ヌメ，、ノリ

28 スズシロノリ

29 ソゾ鳳

30 フジマツモ

31 イトデサ属

32 ホソコザネモ

33 コザネモ

34禍藻植物 。ロガシラ属

35 マコン7
36 コンブ科幼体

37 エゾヤハズ

38 アミジグサ

39 フヲリンアミジ

40 フ昔エオオギ

資料-8.1 海藻草類
(L-A一①) (1) 

調査年月日ー平成23年11月15日

調査方法 :ベルトトランセヲト法

調査機関 .東北電力株式会社

|160060 5101520253035404550556065707580859095100105110115120125130135140145150155160165170175180185190195200205210215220225230235240245 

60 60 60 60 60 60 60 60 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 

+ + + + + + + + + + 

20 W 20 W W 20 W 20 W W 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 + + + + + + + + + + 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 5 5 5 5 5 5 5 555  

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w 
+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

++++++++++  + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

注1) r被度」とはlmxlm方形梓 (1m')の海底薗に対して‘その枠中で海頭車顛により覆われている面積を百分率で表したものをいい、 r+Jは海蓮草額の被度が5'も来満であることを示す.
注2)サピ亙料、イワノカワ科l主、全体徹底に含めていない.



-.l 
01>-

単位:%

分顛群
距離 (m)

出現種 / 全体被度

41禍藻植物 コモングザ

42 ウガノモヲ

43 フシスジモヲ

44 アカモ。

45緑藻植物 アオサ鳳

46 シオグサ鵬

47 ハネモ嵐

48 ，、ィミJレ

49 ミ J~

50 ツユノイト鳳

51種子植物 スガモ

資料-8.1 海藻草類
(L-A-②) (1) 

調査年月日:平成23年11月15日

調査方法 .ベルトトランセヲト法

調査機関 東北電力株式会社

o 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 60 65 90 95 100 105 110 115 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 160 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240 245 
60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 

++++++++++  + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

20 W 20 20 20 20 20 20 20 ro + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 
+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

30 30 W 30 30 30 W 30 30 30 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

注1) r被度」とはlmxlm方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海藻草顕により植われている面積を百分率で表したものをいい、 r+Jは海藻草煩の被度が5%未満であることを示す。
注2)サピE科、イワノカワ科は、全体被度に含めていない.



‘司
01 

(L-A一①) (2) 
単位:%

分顕群
距離 (m) 250 255 260 265 270 275 280 285 290 295 300 305 310 315 320 325 330 335 340 345 350 355 360 365 370 375 380 385 390 395 400 405 410 415 420 425 430 435 440 445 450 455 460 465 470 475 480 485 490 495 

出現種 / 全体被度 w w w w w w w w w W 5 5 5 5 5 5 W W W W U U U U U U U U U U ~ ~ ~ w w w w w w w w w w 
1紅藻植物 カギノリ + + + + + + + + + + 

2 ヨレヲサ + + + + + + + + + + 

3 オパヲサ

4 イソキリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

5 ヤハズシコロ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

自 ピリヒ，~ + + + + + + + + + + + + + + + + 

7 サピE科 w w w w W W 00 W W W ~ ~ ~ ~ ~ ~ W W W W ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ w w w w w w w w w w w w w 
日 アカパ + + + + + + + + + + 

9 ミチガエソウ + + + + 

10 ムカデノリ

11 キントキ鳳

12 イワノカワ科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 10 10 10 + + + + + + + + + + 

13 ツノマ告嵐

14 アカパギンナンソウ

15 カパノリ

16 ハリガネ

17 'hレス + + + + + + + + + + + + + + + + 

18 フシツナギ

19 アナダJレス + + + + + + + + + + 

20 ハネイギス + + + + + + + + + + 

21 サエうr + + + + + + + + + + 

22 ヲシペニヒパ

23 イギス科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

24 イソハギ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +202020 

25 ':1ジア科 ++++++  + + + + + + + + + + 

26 ハイウスパノリ鳳 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 5555555555  

27 ヌメ J、ノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

28 スズシロノリ

29 ソゾ贋 + + + + + + + + + + + + + 

30 フジマツモ

31 イトグサ属 ++++++  + + + + + + + + + + 

32 ホソコザネモ + + + 

33 コザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

34禍麓植物 ヲロガシラ属 + + + + + + + + + + + + + + 

35 マコン7 + + + + + + + + + + + + + + + + W W W W W W W W W W W W W W 5 5 5 M M M M M M M M M M 
36 コンブ科幼体 + + + + + + + + + + 

37 エゾヤハズ

38 アミジグサ

39 フヲリンアミジ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

40 フ事エオオギ + + + + + + + + + + 

注1) r被度』とはlmxlm方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海環草頬により覆われている面積を百分率で表したものをいい、 r +J Iま海藻草顛の被度が5%未満であることを示す。
注2)サピE科、イワノ力ワ科は、全体徹底に含めていない.
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(L-A-②) (2) 
単位:%

分類群
距離 (m) 250 255 260 265 270 275 280 285 290 295 300 305 310 315 320 325 330 335 340 345 350 355 360 365 370 375 380 385 390 395 400 405 410 415 420 425 430 435 440 445 450 455 460 465 470 475 480 485 490 495 

出現種 / 全体被度 w w w w w w w w W W 5 5 5 5 5 5 W W W W U U U U U U U U U U ~ ~ ~ 
41禍麓植物 コモングサ

42 ウガノモヲ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

43 フシスジモヲ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

44 アカモウ 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 5 5 5 

45緑藻植物 アオザ属 + + + + 

46 シオグサ属 + + + + + + + + + + 

47 ハネモ周

48 ，、イミJレ + + + + + + + + + + + + + + + + 

49 ミJレ

50 ツユノイト属 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

51種子植物 スガモ

注1) [被度』とはlmx1m方形梓 (1m')の海底面に対して、その枠中で海麓草類により覆われている面積を百分率で表したものをいい、 f+Jは海藻草顛の被度が5%未満であることを示す。

注2)サピ亜科、イワノカワ科は、全体被度に含めていない.

w w w w w w w w w w 

+ + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 
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(L-A一①) (3) 
単位:0/0 

分類騨
距離 (m) 50空505510515520525530535540545-F50555560565570575580585590595600605610615620625630635640E456506556606656706756806戸ESR195700705710715720725730+7竺+]竺+1竺+↓l 

出現種 / 全体被度 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 60 60 60 60 60 60 60 + + + + + + + + + + + + + + + + 

1紅旗植物 カギノリ

2 ヨレヲサ

3 オパヲサ

4 イソキリ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

5 ヤハズシコロ

6 ピリヒパ

7 サピ亙科 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 90 90 90 90 90 90 90 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 80 80 80 80 80 80 80 80 80 801 

B アカパ

9 ミチガエソウ

10 ムカデノリ

11 キントキ鵬

12 イワノカワ科 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 + + + + + + + + + + + + + + + + + 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

13 ツノマ事贋

14 アカパギンナンソウ

15 カパノリ

16 ハリガネ

17 ダルス

18 フシツナギ + + + + + + + + + + 

19 7ナヲルス
20 ハネイギス

21 サエIj: + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +! 

22 ウシペニヒパ

23 イギス科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

24 イソハギ

25 ザジ7科

26 ハイウスパノリ鵬 55555555555555555555555  + + + + + + + + + + 

27 Eメ，、ノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

28 スズシロノリ + + + + + + + + + 

29 ソゾ属 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

30 フジマツモ

31 イトグサ属

32 ホソコザネモ + + + + + + + + + + + + + 

33 コザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

34禍麗植物 。ロガシラ鵬

35 マコンブ 60 60 60 60 60 60 60 

36 コン7科幼体

37 エゾヤハズ

38 アミジゲサ

39 フウリンアミジ + + + + + + + + + + 

40 7;エオオギ

注1) [被度』とはlmxlm方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海藻草類により覆われている面積を百分率で表したものをいい、 [+Jは海藻草頗の被度が5%未満であることを示すe

)I2)サピ亜科、イワノカワ科1;1:、全体被度に含めていない.
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(L-A一②) (3) 
単位:%

分類群
距離 (m) 500 505 510 515 520 525 530 535 540 545 550 555 560 565 570 575 580 585 590 595 600 605 610 615 620 625 630 635 640 645 650 655 660 665 670 675 680 685 690 695 700 705 710 715 720 725 730 735 740 745 

出現覆 / 全体被度 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 60 60 60 60 60 60 60 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

41禍麓植物 コモングサ

42 ウガノモヲ

43 フシスジモヲ

44 アカモヲ

45緑藻植物 アオサ周

46 シオゲサ属

47 ハネモ凪

48 ，、ィミjレ + + + + + + + + + + 

49 ミjJ..

50 ツユノイト属

51種子欄物 スガモ

注1) r被度」とはlmxlm方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海麗草頬により植われている面積を百分車で表したものをいい、 r +Jは海藻草顛の被度が5%未満である己とを示す.
注2)サピE科、イワノカワ科l立、全体徹底に含めていない。
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(L-A一①)(4) 
単位:0/0 

分頬群
距離 (m)

出現種 / 全体撤廃

750 755 760 765 770 775 780 785 790 795 800 805 810 815 820 825830自35840 845 85o 855 860 865 870 875 88日 885890 895 900 905 910 915 920 925 930 935 940 945 950 955 960 965 970 975 980 985 990 995 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

1紅藻植物 カギノリ

ヨレヴサ

オパヲサ

イソキリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

ヤハズシコロ

ピリヒパ

サピ亙科 w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w 
アカパ

王子ガエソウ

10 ムカデノリ

11 キントキ属

12 イワノカワ科 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

13 ツノマ~属

14 アカパギンナンソウ

15 カパノリ

16 ハリガネ

17 ~Jレス

18 フシツナギ

アナう(Jレス

20 ハネイギス

21 サエ膏

22 。シペニヒパ

23 イギス科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

24 イソハギ

25 うfジア科

26 ハイウスパノリ属 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

27 ヌメ，、ノリ

28 スズシロノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

29 ソゾ周 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

30 フジマツモ

31 イトグサ属

32 ホソコザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

33 コザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

34禍藻植物 。ロガシラ鳳

35 マコン7

36 コンブ科幼体

37 エゾヤハズ

38 アミジグサ

39 フヲリンアミジ

40 ?~エオオギ

注1) r被度」とはlmxlm方形梓 (1m')の海底面に対して、その枠中で海1lI草煩により植われている面積を百分率で表したものをいい、 r +J Iま海藻草績の被度が5%未満であることを示す.
注2)サピE料、イワノカワ科は、全体被度に含めていない.
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(L-A-②) (4) 
単位:%

分顕群
距離 (m) 750 755 760 765 770 775 780 785 790 795 800 805 810 815 820 825 830 835 840 845 850 855 860 865 870 875 880 885 890 895 900 905 910 915 920 925 930 935 940 945 950 955 960 965 970 975 980 985 990 995 

ItIi現種一/全体披度 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

41禍麓植物 コモングザ

42 ウガノモヲ

43 フシスジモヲ

44 アカモヲ

45緑麓植物 アオサ鳳

46 シオグサ周

47 ハネモ属

48 ，、ィミJレ

49 ミ)~

50 ツユノイト贋

51種子植物 スガモ

注1) r被度」とはlmxlm方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海獲草頬により覆われている面積を百分率で表したものをいい、 r +J I孟海藻草類の被度が5判未満であるζとを示す。
注2)ザピ亙料、イワノカワ料は、全体被度に吉めていない。



∞ 
ドー

単位:%

資料-8.1 海藻草類
(L -8) (1) 

鯛査年月日:平成23年11月17日

翻査方法 :ベルトトランセウト法

翻査機関 田東北電力株式会社

分煩群
距離 (m) o 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240 245 

出現種 / 全体被度

1紅旗植物 マヲサ

2 カニノ子鳳

3 イソキリ

4 ヤハズシコロ

5 ピリヒf(

6 モサズキ鳳

7 サピ亙科

自 塁手ガエソウ

9 事ンI~ノリ

10 キントキ鳳

11 ホソパノトサカモドキ

12 トサカモドキ属

13 エツキイワノカワ

14 イワノカワ科

15 ユカリ

16 フシツナギ

17 マサゴシパリ

18 サエザ

19 イギス科

20 イソ，、ギ

21 ハイウスパノリ鵬

22 ヌメ，、ノリ

23 ハブ$1エノリ

24 スズシロノ 1)

25 ホソコザネモ

26 コザネモ

27禍麓植物 ヲロガシラ属

28 マコンブ

29 アミジグザ

30 フヲリンアミジ

31 フ$1エオオギ

32 コモングザ

33 ウガノモヲ

34 アカモヲ

35練蕩植物 ハイミ J~

注1) r被度』とはlmxlm方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海麓草類により覆われている面積を百分率で表したものをいい、 r+Jは海藻草類の被度が5枯未満であることを示す。
注2)サピ豆科、イワノカワ科は、全体徹底に含めていない.



∞ E。

(L -B) (2) 
単位:%

分額群
距離 (m) 250 255 260 265 270 275 280 285 290 295 300 305 310 315 320 325 330 335 340 345 350 355 360 365 370 375 380 385 390 395 400 405 410 415 420 425 430 435 440 445 450 455 460 465 470 475 480 485 490 495 

出現種 / 全体被度 30 30 30 30 30 g g g g g g g u u g u u g u u u g w w w w w w w w 
1紅旗植物 可?サ + + + + + + + + 

2 カニノ子属 + + + + + 

3 イソキリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

4 ヤハズシコロ 5 5 5 5 + 10 10 10 10 10 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 30 30 30 30 30 30 30 30 

5 ピリヒ，( + + + + + 10 10 10 10 10 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

6 モザズキ属 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

7 サピE料 10 10 10 10 20 w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w w 
8 ミヂガエソウ + + + + + 

9 ?ンパノリ + 

10 キントキ属 + + + + + + + + + + + 

11 ホソパノトサカモドキ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 5 5 5 5 5 5 5 5 

12 トサカモ Fキ贋 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

13 エツキイワノカワ + + + + + + + + + + + + 

14 イワノカワ科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + 5 5 5 5 5 555  

15 ユカリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

16 フシツナギ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

17 マサゴシパリ + + + + 

18 サエ'1 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

19 イギス科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

20 イソハギ + + + + 

21 ハイウスパノリ属 20 20 20 20 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

22 ヌメ，、ノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

23 ハブ書工ノリ

24 スズシロノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

25 ホソコザネモ + + + + + + + + + 

26 コザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

27禍藻植物 。ロガシラ属 + + + + + + + + + + + + + + + + + 

28 マコンブ 30 + + + + + + + + + + + + + 

29 アミジグサ + + + + 

30 7?リン7ミジ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

31 7?エオオギ + + + + 2020202020 + + + + + + + + + + + + 

32 コモングサ + + + + 

33 ウガノモウ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

34 アカモヲ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

路線麓植物 ハイミJレ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

注1) r徹底Jとはlmxlm方形枠 (1m')の港底面に対して、その枠中で海藻草頬により覆われている面積を百分率で襲Lたものをいい、 r +Jは海藻草額の被度が5目未満であることを示す。
注2)サピ亙科、イワノカワ料は、全体被度に宮めていない。



。3
匂3

(L -8) (3) 
単位:%

分煩騨
距離 (m) 500 505 510 515 520 525 530 535 540 545 550 555 560 565 570 575 580 585 590 595 600 605 610 615 620 625 630 635 640 645 650 655 660 665 670 675 680 685 690 695 700 705 710 715 720 725 730 735 740 745 

Itif現祖I/ 全体役皮 20 20 20 20 10 10 10 10 10 10 15 15 15 15 15 15 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 + + + + + + + + + 

1紅旗植物 マヲサ

2 カニノ子周

3 イソキリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

4 ヤハズシコ口 10 10 10 10 

5 ピリヒパ

6 モサズキ周

7 サピ亜科 40 40 40 40 10 10 10 10 10 10 60 60 60 60 60 60 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 20 20 20 20 20 80 80 80 80 

8 ミチガエソウ

9 告ンI~ノリ

10 キントキ周

11 ホソパノトサカモドキ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

12 トサカモ Fキ鳳 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

13 エツキイワノカワ

14 イワノカワ科 + + + + + + + + + + 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 + + + + + 5 5 5 5 

15 ユカリ + + + + ++++++  

16 フシツナギ ++++++  

17 マサゴシパリ

18 サエIJ 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 + + + + + + + + + + + + + + 

19 イギス科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

20 イソハギ

21 ハイウスパノリ周 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

22 ヌメ，、ノリ + + + + ++++++  

23 ハブ告エノリ ++++++  + + + + 

24 スズシロノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

25 ホソョザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

26 コザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

27禍麓植物 。ロガシラ鳳

28 マコン7 + + + + 10 10 10 10 10 10 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

29 アミジグサ

30 フヴリンアミジ

31 フ書エオオギ

32 コモングサ

33 ウガノモヴ + + + + 

34 アカモヲ

35練麓植物 ，、イミ)~

注1) r徹底Jとl立lmxlm方形枠 (1m')の海底面に対して‘その梓中で海藻草類により植われている面積を百分率で表したものをいい、 r+J Iま海麓草績の被度が5弘未満であることを示す。
注2)サピ亜科、イワノカワ科は、会体徹底に宮めていない。



∞ 
品

(L -8) (4) 
単位:%

分類群
距離 (m) 750 755 760 765 770 775 780 785 790 795 800 805 810 815 820 825 830 835 840 845 850 855 860 865 870 875 880 885 890 895 900 905 910 915 920 925 930 935 940 945 950 955 960 965 970 975 980 985 990 995 

出現種 / 全体被度 + + + + + + + + + + 

1紅海植物 マウサ

z カニノ子鳳

3 イソキリ + + + + + + + + + + 

4 ヤハズシコロ

5 ピリヒ I~

6 モサズキ鳳

7 サピE料 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

8 ミチガエソウ

9 事ンパノリ

10 キントキ属

11 ホソパノトサカモドキ

12 トサカモ戸キ属

13 エツキイワノカワ

14 イワノカワ科 5555555555  

15 ユカリ

16 フシツナギ

17 マサゴシパリ

18 守工事

19 イギス科 + + + + + + + + + + 

20 イソハギ

21 ハイウスパノリ周 + + + + + + + + + + 

22 ヌメ，、ノリ

23 ハブ世エノリ + + + + + + + + + + 

24 スズシロノリ + + + + + + + + + + 

25 ホソコザネモ + + + + + + + + + + 

26 コザネモ + + + + + + + + + + 

27褐麓植物 ヲロガシラ鵬

28 マコンブ

29 アミジグサ

30 フウリンアミジ

31 フ事エオオギ

32 コモンゲサ

33 ウガノモヲ

34 アカモヲ

35緑藻植物 ，、イミ I~

注1) r徹底」とはlmx1rn方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海藻草頬により覆われている面積を百分率で表したものをいい、 「十JIま海譲.煩の被度が5'も未満であることを示す。
注2)サピ亜科、イワノカワ科は、全体披鹿に含めていない.



α2 
Ql 

単位:%

分銅群
距離 (m)

出現祖 / 全体徹底

1紅旗植物 ヨレヴサ

2 オパヲサ

3 イソキリ

4 ヤハズシコロ

E ピリヒ，{

6 サピ亜科

7 アカパ

8 ~ン，{/リ

9 キントキ周

10 ホソパノトサカモドキ

11 トサカモドキ属

12 エツキイワノカワ

13 イワノカワ科

14 アカパギンナンソウ

15 カパノリ

16 ペニスナゴ

17 ハリガネ

18 告f)レス

19 フシツナギ

20 サエうr
21 ヲシペニヒパ

22 イギス科

23 イソハギ

24 ハイウスパノリ属

25 ヌメ，、ノリ

26 スズシロノ 1)

27 イトグサ属

28 コザネモ

29禍麓植物 ヲロガシラ属

30 マコン7
31 エゾヤハズ

32 アミジグザ

33 フヲリシアミジ

34 コモングサ

35 ウガノモヲ

36 フシスジモヲ

37 アカモヲ

38緑麗植物 アオサ鳳

39 フトジュズモ

40 ジュズモ鵬

41 ハネモ贋

42 ，、ィミJレ

43 ツユノイト鵬

資料-8.1 海藻草類
(L -c) (1) 

間董年月日:平成23年11月16日

間査方法 :ベルトトランセヴト法

嗣査機関 :東北電力株式会社

o 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 180 185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240 245 
+ 5 + + + + 10 10 10 + 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + 

5 555  + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

5 60 + + + +303030 + 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 10 10 10 10 10 10 10 10 10 101 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + ~I 
+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

+ 555  ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

+ + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + 

+ + + + + + + + + 

+ + + 

+ + + 

+ + + 

+ + + + ro ro ro ro ro ro ro ro ro ro 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 
+ 

+ + + 

+ + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + + + 

注1) r被度」とはlmxlm方形枠 (1m')の海底箇に対して、その枠中で海藻草類により植われている面積を百分率で表したものをいい、 r +J Iま海藻草績の被度が5%未満であることを示す.
注2)サピ亜科、イワノカワ科は、全体被度に宮めていない。



∞ σ3 

(L -C) (2) 
単位:%

分頬群
距離 (m) 250 255 260 265 270 275 280 285 290 295 300 305 310 315 320 325 33o 335 340345 350 355 360 365 370 375 380 385 390 395 400 405 410 415 420 425 430 435 440 445 450 455 460 465 470 475 480 485 490 495 

出現種 / 全体被度 10 10 10 10 10 10 10 10 80 80 5 5 5 20 20 20 20 75 75 75 30 30 + + + + 5 5 5 5 

1紅麗植物 ヨレヲサ

E オパヲサ + + + + + + + + + + 

3 イソキ1) + + + + + + 

4 ヤハズシコロ + + 5 5 5 + + + + + + 

5 ピリヒJ¥ + + 

6 サピ亜科 30 30 30 30 30 30 30 30 100 100 90 90 90 10 10 10 10 80 80 80 80 80 90 90 90 90 5 5 5 5 

7 アカパ

a 事ンJ¥"リ + + + 

9 キントキ鳳 + + + + + + + + 

10 ホソパノトサカモドキ

11 トサカモドキ鳳 + + + + 

12 エツキイワノカワ

13 イワノカワ科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

14 アカパギンナンソウ

15 ヵJ¥"1) 

16 ベニスナゴ + + + + + + + + 

17 ハリガネ + + + + + + + 

18 ~Jレス + + + + + + + + + + + + + + 

19 フシツナギ

20 サエ告f + + + 

21 ヲシペニヒパ + + + + + 

22 イギス科 + + + + + + + + + + + 

23 イソハギ + + + + + + + + 

24 ハイウスパノリ周 + + + + + + 

25 )l. j. J、ノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + 

26 スズシロノリ

27 イトグサ鳳 + + + + + + + + 

28 コザネモ + + + + + + 

29禍藻植物 ヲロガシラ属 + + + + + + 

30 マコン7 10 10 10 10 10 10 10 10 80 80 5 5 5 20 20 20 20 70 70 70 30 30 5 5 5 5 

31 エゾヤハズ

32 アミジグサ

33 フヲ 1)ンアミジ

34 コモングサ

35 ウガノモウ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

36 フシスジモヲ + + 

37 アカモヲ + + + + + + + + + + + 

38緑膿繍物 アオサ属 + + + + 

39 フトジュズモ + + + + + + + + 

40 ジュズモ周 + + + + + + + + 

41 ハネモ鵬 + + + + + + + + 

42 ，、イミJレ

43 ツユノイト属 + + + + + + + + 

注1) r被度』とはlmxlm方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海藻草顕により覆われている面積を百分率で表したものをいい、 r+Jは海藻草類の被度が5%未満であることを示す.
注2)サピ亜科、イワノカワ科l主、全体被度に含めていない.



∞ 
‘司

(L -C) (3) 
単位:%

分煩群 距離 (m) 500 505 510 515 520 525 530 535 540 545 550 555 560 565 570 575 5!~ 5!~ 5:~ 5:~ 600 605 610 615 620 625 630 635 640 645 650 655 660 6~~ 6:~ 6:~ 6~~ 6~~ 6~~ 6~~ 70~ 70~ 71~ 71~ 72~ 725 730 735 740 745
1 

出現種 / 全体被度 65 65 65 65 10 10 10 10 10 10 10 + + + + + 

1紅旗植物 ヨレヲサ

2 オパヲサ

3 イソキリ + + + + + + + + + + + + 

4 ヤハズシコロ

E ピリヒ I~

e サピ亜科 20 20 20 20 ro ro ro ro ro ro ro ~ ~ ~ ~ ~ 
7 アカパ + + + + 

8 ーンI~/ リ

9 キントキ属

10 ホソパノトサカモドキ + + + + + + + + + + + 

11 トサカモドキ鳳 + + + + + + + + + + + 

12 エツキイワノカワ

13 イワノカワ科 + + + + + + + + + + + + 

14 アカパギンナンソウ

15 カパノリ

16 ペニスナゴ

17 ハリガネ

18 ゲJレス

19 フシツナギ + + + + 

20 サ:r.~ + + + + + + + + + + + + + + + + 

21 ウシペニヒパ

22 イギス科 + + + + + + + + + + + + + + + + 

23 イソハギ

24 ハイウスパノリ属 + + + + + + + + + + + 

25 Jtメ，、ノリ + + + + + + + 

26 スズシロノリ + + + + 10 10 10 10 10 10 10 + + + + + 

27 イトグサ胤

28 コザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + 

29禍麓植物 ウロガシラ贋 + + + + 

30 マコンブ 60 60 60 60 + + + + + 

31 エゾヤハズ

32 アミジグサ + + + + + + + 

33 フヲリンアミジ

34 コモンゲサ

35 ウガノモヲ + + + + 

36 フシスジモヲ

37 アカモヲ + + + + 

38線撮植物 アオサ周 + + + + 

39 フトジュズモ

40 ジュズモ贋

41 ハネモ属

42 ，、ィミ)~ + + + + + + + 

43 ツユノイト属

注1) r被度Jとはlmxl聞方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海藻草頗により覆われている面積苦百分率で表したものをいい、 r +J Iま海獲草類の被度が5判未満であることを示す。
注2)サピ重科、イワノカワ科は、全体被度に宮めていない.



∞ ∞ 

(L -C) (4) 
単位:%

分類群
距離 (m) 750 755 760 765 770 775 780 785 790 795 800 805 810 815 820 825 830 835 840 845 850 855 860 865 870 875 880 885 890 895 900 905 910 915 920 925 930 935 940 945 950 955 960 965 970 975 980 985 990 995 

出現種 / 全体被度 555555555  

1紅旗植物 ヨレヴサ

2 オパヲサ

3 イソキリ + + + + + + + + + 

4 ヤハズシコロ

5 ピリヒパ

自 サ巴亜科 w w w w w w w w w 
7 アカパ

s 者ンパノリ
g キントキ凪

10 ホソパノトサカモドキ + + + + + + + + + 

11 トサカモドキ属

12 エツキイワノカワ + + + + + + + + + 

13 イワノカワ科 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

14 アカパギンナンソウ

15 ヵ，(/リ

16 ペニスナゴ

17 ハリガネ

18 ダルス

19 フシツナギ

20 サエ担 + + + + + + + + + 

21 。シベ二ヒパ

22 イギス科 + + + + + + + + + 

23 イソハギ

24 ハイウスパノリ鳳

25 Rメ，、Jリ

26 スズシロノリ + + + + + + + + + 

27 イトグサ周

28 コザネモ + + + + + + + + + 

29禍麓植物 ?ロガシラ鳳

30 マコン7 + + + + + + + + + 

31 エゾヤハズ

32 アミジグサ + + + + + + + + + 

33 フヲリンアミジ

34 コモングサ

35 ウガノモヲ

36 フシスジモウ

37 アカモヲ

38緑頭植物 アオサ鳳

39 フトジュズモ

40 ジュズモ属

41 ハネモ属

42 ，、イミ J~ + + + + + + + + + 

43 ツユノイト周

注1) r被度」とはlmx1聞方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海III草頬により橿われている面積を百分率で表したものをいい、 r +J Iま海藻草績の被度が5同未満であることを示す。
注2)サピE科、イワノカワ科は、全体被度に宮めていない。



αコ。

単位:%

資料-8.1 海藻草類
(L-D) (1) 

間査年月日:平成23年11月14日

間査方法 :ベルトトランセヲト法

翻査機関 田東北電力株式会社

分銅群
路種 (m) o 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130 135 140 145 150 155 160 165 170 175 1自o185 190 195 200 205 210 215 220 225 230 235 240 245 

出現種 / 全体徹底

1紅旗植物 イソキリ

2 サピ亙科

3 エツキイワノカワ

4 イワノカワ科

5 フシツナギ

自 マサゴシパ1)

7 サI1f
a イギス科
g イソハギ

10 ザジア科

11 ハイウスパノリ属

12 Eメ，、ノリ

13 ハ~~担ヱノリ

14 スズシロノリ

15 ソゾ鳳

16 ホソコザネモ

17 コザネモ

18禍藻植物 ウロガシラ贋

19 マコンブ

20 アミジグサ

21 7?リンアミジ

22 アカモヲ

注1) r被度Jとは1mx1m方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠申で海頭車蝦により覆われている面積を百分率で表したものをいい、 r+Jは海藻草類の被度が5%未満であることを示す。
注2)ザピ亜科、イワノカワ科は、全体被度に含めていない.

+ + + + + + + +' 

+ + + + + + + + 

95 95 95 95 95 95 95 95 

+ + + + + + + + 

+ + + + + + + + 

+ + + + + + + + 

+ + + + + + + + 

+ + + + + + + + 

+ + + + + + + + 
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o 

(L-D) (2) 
単位:%

分醸群
距雌 (m) 250 255 260 265 270 275 280 285 290 295 300 305 310 315 320 325 330 335 340 345 350 355 360 365 370 375 380 385 390 395 400 405 410 415 420 425 430 435 440 445 450 455 460 465 470 475 480 485 490 495 

出現種 / 全体被度 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

1紅藻植物 イソキリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

2 サピ亜科 % % W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W W 
3 エツキイワノカワ

4 イワノカワ科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 + + + 

5 フシツナギ + + + + + + + + + + 

6 マサゴシパリ + + + + + + + + + + 

7 サエ亨 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

B イギス科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

9 イソハギ ++++++++++  

10 合fジア科 + + 

11 ハイウスパノリ鳳 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

12 ヌメ，、ノリ + + + + + + + + + + + + + 

13 ハブ事エノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

14 スズシロノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

15 ソゾ鳳 + + + + + + + + + + + 

16 ホソコザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

17 コザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

18禍頭植物 ヲロガシラ鳳 + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

19 マコンブ + + + + + + + + + + 

20 アミジゲサ + + + 

21 77リンアミジ + + + + + + + + + + 

22 アカモヲ + + + + + + + + + + 

注1) r被度』とはlmxlm方形枠 (1m')の海底直に対して、その梓中で海蕩草鏑により置われている面積を百分率で聾したものをいい、 r +Jは海麗草類の被度が5同未満であるζとを示す.
注2)サピ亙料、イワノカワ科は‘全体被度に宮めていない。



<:0 
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(L -D) (3) 
単位:%

分銅群
距離 (m) 500 505 510 515 520 525 530 535 540 545 550 555 560 565 570 575 580 585 590 595 600 605 610 615 620 625 630 635 640 645 650 655 660 665 670 675 680 685 690 695 700 705 710 715 720 725 730 735 740 745 

出現祖 / 全体被度 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

1紅旗植物 イソキリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

2 サピ車料 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ w w w w w w w w w w ro ro ro ro ro ro ro ro ro ro ro ro ro ro ro ro ~ ~ ~ ~ 
3 エツキイワノカワ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

4 イワノカワ科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 20 W 20 20 20 20 20 W W W 20 20 W W 20 20 10 10 10 10 

5 フシツナギ

6 マサゴシパリ

7 サエダ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

自 イギス科 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

9 イソハギ

10 ザジア科

11 ハイウスパノリ珊 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

12 主メ，、ノリ + + + + + + + + + + 

13 ハブ告エノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

14 スズシロノリ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

15 ソゾ属 + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

16 ホソコザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

17 コザネモ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

18褐藻植物 。口ガシラ鳳

19 マコンブ

20 7;;ジグサ + + + + + + + + + + 

21 フヲ 1)ンアミジ

22 7カモウ

注1) r被度」とはlmxlm方形枠 (1m')の海底面に対して、その枠中で海藻草類により置われている面積を百分率で表したものをいい、 r +Jは湯漬草類の被度が5%未満であることを示す。
注2)サピ亙料、イワノカワ科は.全体被度に含めていない.
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(L -D) (4) 
単位:%

分担群
距離 (m) 750 755 760 765 770 775 780 785 790 795 800 805 810 815 820 825 830 835 840 845 850 855 860 865 870 875 880 885 890 895 900 905 910 915 920 925 930 935 940 945 950 955 960 965 970 975 980 985 990 995 

出現種 / 全体被度 5555555555  

1紅藻植物 イソキリ

E サピ亜科 w w w w w w w w w w 
3 エツキイワノカワ + + + + + + + + + + 

4 イワノカワ科 + + + + + + + + + + 

5 フシツナギ

6 マサゴシパリ

7 サエうf

B イギス科 + + + + + + + + + + 

9 イソハギ

10 事rジア科
11 ハイウスパノリ周 + + + + + + + + + + 

12 ヌメ，、ノリ

13 ハブ聖エノリ + + + + + + + + + + 

14 スズシロノリ 5555555555  

15 ソゾ周

16 ホソコザネモ + + + + + + + + + + 

17 コザネモ + + + + + + + + + + 

18禍麗植物 ヲロガシラ11
19 マコンブ

20 アミジグサ

21 フヲリンアミジ

22 アカモウ

注1) r被度』とl立lmxlm方形枠【1m')の海底面に対して、その枠中で海藻草煩により覆われている面績を吉分率で表したものをいい、 r +Jは海藻草類の被度が5悦未満であることを示す。
注2)サピE料、イワノカワ科は、全体被度に宮めていない。





間査年月日:平成23年11月15日

間査方法 :ベルトトランセヲト法

問査鎗関 :東北電力株式会社

海藻草類(海藻群落垂置断面分布)
(L-Aー②)

資料-8.2

Line-A(平成23年11月)
事態輪駆p:砂r¥:岩

明容:磯

O.伽n
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~-j奇顛葬 「一面耳語7盃市本被麗一十面
「ヰT下車藻植物一団モジヲ手一一一一寸
42 川ヲガノモ 1 

43' フシスジモタ
447カモク

45緑藻植物 7オサ属 ーー一 ーー-
: 46 ヲ矛グザ珊『 一一寸一一一一
1471 11'ネモ.~-----~I ーーー ーー国箇
1 481 川、イミル | ーーー・
I 491 1，.ル |一一
I 50' 円Yユノイト属 --

51種手植物 戻芳三長
一一連1)ν幅肩7干ヲ)ヵーが科瓦7盃融町三者めて下玩ζ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一

1000 950 900 850 800 750 700 650 600 550 500 450 400 350 300 250 200 150 100 50 基点からの距離(m) 0 

凡例
ー一干孟言扇東蒲
・圃圃 5-24% ・・ 25-49% 

l ・・ 50-74% 

1・・ 75%以よ

一 一
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資料-8.2 海藻草類(海藻群落垂直断面分布)
(L-B) 

Line-B(平成23年11月)

-20.伽nー+ーー-- - -・ーーーーーーーーーーー

・.25.Om

観査年月日:平成23年11月17日

間査方法 :ベルトトランセヴト法

問査機関 :東北電力株式会社

/i:岩1

・';:;:暫:磯

司100皿 Om 10伽n 20伽n 300m 400m 500m 600皿 700m BOOm 90伽n

基点からの距離(m) 0 50 100 150 200 250 3凹 350 400 450 5凹 550 600 650 7叩 750 800 850 900 950 1000 

:砂

奇麗詳一一「面現/全林被茂一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一一E 二二二二二二二 孟孟ーー ; 出1衷種7盃体;被雇「寸 凡例
---T:紅震植物一「マヲサ ー--_.~----，--~-_..- -----~---~-._-~~~~~~~~柑--Ij- --: I一一一τ二50/;:未満一 1

2i t7子属一一 一 lカヨ子肩一一一一一1Iー 5-24%
3 烹7打一一一一一一 一一一一三一 一一一 二一一ーー二一ー孟 一一一---;r'JキT一一一一一一一寸|ー 25-49%
4 市古ジ云百 E 析官ジコ←白一一一一←!I・・ 50-74%
5， 哩互Fで十二二工二 一ーー一一一孟 一一一!E.'I1lピ，{--ご一二二 l ・圃 75%以上61 ~X~.---_..- -~i 一一一 一一一再開キ腿一一 一一一一一一一

7 ! 里志重科 →一 ー 一一一一一二二二二圃園----一一一一二二二Ir~璽杯一一一←8: 茂子ガエヲウ一一一一一一 回目 一一一一一一一一一←一一一一直一
9 r釘 j{TiJ一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一一一 si 
10 耳ジ下ヨ与'.----一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーー ギジドギ庸一一一一
11 ，日ヌア同三均三副2ギ十一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー がρU下手カモ-t=ヰ
I 12， 下亨克司王寺肩一一一ーア一一 一一一 ーーーーーー ドサカモ下キ臓一一寸
13 工ヲ存不ヲ7'1i'J一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-ーー ェツ平行7ガワ一一「
14 一一 一一一一一一一一一一一一一ーー一一一一一一一一一一-7mr- 1 

15 直克す一一一一一一一一 一一一 ーーーーーーーーーー ←一一一「五3町 一一一一一一一寸
16 ラヲヅデギ一一一一一「一一一一 一一一一二J一一一一一 一 『口、:r-:.:.c-.v-一一一一「
17 マサゴシパリ i 
18 サエダ | 一 一圃圃園田ーーー !サエ膏 | 

: 19! "";(平文蒋一一一一 | ・ ーー回一一一一一一一-一一一J--L一一一 lイギス科 1 
! 201 冴万万平一一一一一一 : 一一一一一一一一一一一 一 γ-'j "ギ 一一一一一--
! 211 ヲ苛i5X!{Ti帽一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一 入 2日----;r['i'T直一一一「
， 22 茂玄瓦/1)
23 1/¥7吾Y7'j--
24 スズシロノリ l 一一ー一三子ーコ一一一ー |スズシローノ1] 一一一「
25 : 京7王子'I<~一一一「 一一 ーーーーーーーー ーー園田嶋 崎ソゴザ本喜一一一一寸
26 i ヨ子本吾一一一一 | ー ーーーーーー~~~~~~~~-一一一 一一一一国子本宅一一一一一一一~-
27 !褐藻植物万E芳ジヲ庸一一 ! 一 一一・ 一一一一一一一一一一一一一一一一一寸ヲ亘芳ンラ罵 1 
281 マコンフ I - --ー一一一J一一一一一←一一一一一一一一一一一一一可亘';/'/一一一一一一--
291 17'訪拘一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一つ-一一一一 !70グザ一一一一一「
301 フヲワ予アミヲー一一一一十一一一 一←一一一一孟一一一ー孟一一一ー 一一 lフヲワジ71i.Cシ一一一一「
i ヲ事王;fオ平一一一一一つ一一一一一一一一→一一一一一一一一一一一一一一孟「ーιー ー孟，711:r:;オオ辛「 一一一「
321 ヨ百三T手一一一一| 一 一 lコモンゲサー一一一一一寸
33 !万芳ノモヲ | 一 一一方芳7モヲ
34i ヲ元主ヲ一一一 - -ー孟ーー~~~~~~------，7カモク

35緑藻植物 医王平:uj;" 一一一一ー孟ー |ハイミル
f1T--if1:亙事~ヲ7 元ヲ車両: ー一議雇正吾面二ていない。
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資料一8.2 海藻草類(海藻群落垂直断面分布)
(L-C) 

LineーC(平成23年11月)

間査年月日:平成23年11月16日

翻査方法 :ベルトトランセヲト法
概査機関 ・東北電力株式会社

-s.O皿一一一一ー一一一ーーーー一一一一一一一一ーーーーーーーーー
水 -10.伽n

深 -15.Om

-20.伽n

・25.伽n

-10白血 仇n 10伽1 20白n 30伽n 40<加 50伽n 600皿 70仇n 80伽n 900m 

基点からの距離(m) 0 印 1加 150 2凹 250 3叫 350 400 450 500 550 600 650 700 750 800 850 900 950 1000 

:砂

i 分類群一一下ー出現橿ア全両i被雇ーナ一三一一fつーー一一三三士一 一一一一つι一一一一一一一一一一一園一一一一ーι- ーーー一一一一-----1H現種/全林被度一「 凡 例
「車I濠福執131汚す 一三-ー瓦一一孟孟ζ 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一←一一一当C?-if一一一←一一 i一一一一両百%未満
2 j:>J刊亨甘 : ・ー ーーー ーー一 一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一ーがfグサ一一一一一一一|園田 5-24%
3 巨"'1]二工二一一 - 一 一一瓦三一一一一一一←ー--，，-，;，キリ一一一一つ '_25-附 l 

i 可双~:J-d 一 一I.一日一三ーー- - ι- ./\ズヲ:J-O---~I 回目 50-74%
Lt'IT型 一一、--ーーー一一一二一一 一一寸町ヒパ 圃 75%以よ

6 理事 二二二三 一三望一二三三三三三千ー三三士一 1ー 園圃L_::_I!!- lサE重科 一一一」ー
! 7， 空型十 | ー一一一 一ー-- 7m て二コ
I 8; [!ジλTiJ --~ ----.-- -;;;:- ゴ告訴σIJて:三コ
9' 存ジドキー肩一 ・ーー ーーーーーー ー ーー (記Jドギ璃 一一一
10 ボ')1¥/ドサカ言下キ 一一ー一一一一一「一一三一ー←一一一ー 一一j，-R万り下手元弓E同一

i11 瞳Zf哨瓦王二 一一一一一三一一一正一 三三三市再.-----12 日Eヅ有子ヲ7ガワ1一一「一一一 ー::::，---- ---iI.';7'ギユ「ウIT:カ勺一一一
13' ~ヲ7芳子7和一一一一十一一一 ー一 ーーーー ーーーー・・・一一一一一一一一一一ーイヲY元ヴ蒋一一一一つ
14 rr;が再三五ナ三兄巧ーで一一一一 ー一一ー一 一一一一一一一一一←一一一--nll{!f:;iナジヲヲ一寸
15 市I{~一一一寸. .目ー一一ー一 一一一一一一一一一一一~TT，f一一←一一ー

|16 伝子ゴ --一一一 !ペニスY:::J~一一17 iI'IJ芳本 . ー一一・・・H圃園 田 一 lハリガ本 1 

18 !~瓦丈 一→ ・ーーーーー一一 釣辰一一 | 
19 rヲジ同平一一 一一二一一 ヲ~-，汗平一一一一寸
; 20 サヱヲー一一一 - 一 ーーーーーーー ザギダ 一一一一ーで
! 21， 一三瓦王-~一一下一一一 一一二一一二. -7j予疋王ヒ7干一一一
刀 流平文科 ・ ーーーーーー一ーー一 一 ーーーー一 一一一一寸イギス科 一寸
， 23 河ヲ瓦ギ l ー 一一孟=ご す平日Yギ一一一一一一寸
! 24 同不ち天王じ司属 | 一一一一J ー ー一 八二子ヲズヌヌ刀1寓←一寸
i 25 ヌメハノリ | ←一一孟孟一一ー孟二二 一・ 一一十:iiメハノリ一一一一一「
26: 天文~a7IT-----' 一一一一一一←一一一一一一一一一一一一十一一一一一ーでー一一一一面ーι孟一一一一 スズジ百7fJ-一一一-，
27 : 戸「下ヲザ贋一一一一一一←一一一一て示一一一一←一一一孟孟一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一←一一一一一一 |イ「同町周一一一一一一つ
28 直子コE一一一一一一--，一一一一一一←一一一一 ー -一一一一一一一一一一一一J一一一一一一ー一二孟ー |コザ示モ一一一一一一一一一1

! 29棚植物型前理二三コ二二二ー一一一一一一 J一正プ二てご二五亡三二二二一一一一一一一_L?JJ.問型二二
l:b ;r罰!下i zぷT 一一一一一一一一一一一一ιF
3担2 r7亘フす司寺ナ 一一一一-一一一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一一 一7一一一一一L一一}一一一一一一 アミEヲ1グガサ一一一一一一一
3お3 ヨヲV予ア亘τヲJ一一一「一一一 - プヲヲす長ジJア亙ヲ一一一
13“4 ヨモZジJグ司手F 一一一ナ一7一一一一- コモングザ一一 一-
3お叫5釦| 可芳/~ヲ一 ..--J-孟-孟J一一孟孟一- -- 一 ナす1i7毛ヲ ー一「
361 フシスジモヲ 一一-一一孟一一ー一 園 「フジス~毛ヲ ~ 
371 "7カモヲ ーーー 一一三一一一------- ~'rjj三日 -
38:緑豊匝植物 iアオサ属 7一一一 ーーー四回目ー 一一二孟 ー ヲオサ罵「一一一一一一「
391 フトジユズモ .置ーーーーーーー 一寸ヲ干ヲ瓦天主一一一一
l ヲ瓦文吾庸一一一一一一-7一一一一 回目ーーー目 lジユズモ属
41 ，，*"'E属 一一一一一一 一-Iネ布二一一一「
42: -/¥平 :::11.0一 四一回目ー |ハイミル 1
， 43 ヲ亘7矛下贋一一一一 l ーーーーー iヅ王7平下腿 ! 
i)つ手E亙玩ィウ7元ヲ科はご盃弥有幅己官，yi'C"1'ない。
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資料-8.2

Line-D(平成23年11月)

O.伽n

-5.伽温

水・10.白n

深 -ts.Om
・20.伽m

-25.伽m

同100m 0皿

基点からの距離(m) 0 

31 エヅギヨ「ワ7ガヲ

10伽n

50 100 

i El F軒「一一寸
41 ::f-? ~/?_:Z翌二二一一一。 .1"/':/7干

200m 300m 

150 200 250 300 350 

海藻草類(海漂群落垂直断面分布)
(L-D) 問責年月日・平成23年11月14日

間査方法 ・ベJレトトランセウト法

鯛査機関 .東北電力株式会社

「「:;岩

袋容:磯

400祖 50伽n 600m 70伽n 800皿 900m 

400 450 500 550 600 650 700 750 800 850 900 950 1000 

6 -~ザゴ日{I)- 一一一一一一一←一一一一一一一一一一 ーーー

出現温ア全体議度 1
イソキ 1)
写E車料一一一一一一寸
王ヲキユイヲ，/;ガワー一一「
7モfTカヲ科7一一一一寸
ヲジッナ=c--一一つ
マ子ゴジJTi)-一一「
冠五百ご"H一一一一一 一一一一寸寸ナエ q!?| 同一---------

日l

I 9! 川ソハギ l 

I11i 
12 ;;ミメ，、ノリ

18褐麓植朝 夕日刀シフ属 1 

19 マコンフ
20 一
--注す -ij--~亙濡~--.{-辰吉ヴ紺{全体被雇}こ吾房訂正なc，-;←

7有蒋一 二コ
イソハギ l 

ダジア科 ! 
ハイウス，{FIJ肩
){メ，、ノリ | 

一一一一干王ヲ吾7工ケノ 1)
スズシロノリ | 

ソゾ属
←一一「ホシ亘子不毛

了ココ=一ザ本司主巨 一一
←E亨7ロガ予亨購
Vコジヲ一一一一一一-
7，ミヲすす一一一一ーっ
て7タ刀予7亘ヲ 寸
ヲ克モヲ

:砂

凡伊l「ー-+孟五%示蒲ー・・・ 5-24% ・・・ 25-49~も i ・・ 50-74% 
圃 75%以 J
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資料-9 底生生物(メガロベントス)

個体数密度(個体1m2)、被度(%)

コヶト鯛査illl線
L-A L-B L-C L -D 百十

鯛査水深 5m 110m 115m 120m 5m 110ml15ml20m 5m 110m 115m 120m 5m 110m 115m 120m 5m 110m 115m 120m全点

海綿動物 海綿動物門 (%) + + + + + + + + + + + + 

2 腔腸動物 イソギンチャク目 2 2 2 

3 軟体動物 エゾアワピ 5 3 2 7 3 10 

4 赫皮動物 イトマキヒトデ
ト一一一

5 キタムラサキウニ 7 5 2 2 2 2 9 11 21 
ト一一
6 キンコ科 2 5 2 3 2 2 7 5 14 

7 原索動物 マポヤ 5 5 5 
卜一一一
B 海鞘E綱(単体ホヤ類) 3 2 2 3 2 2 7 

合計 10 12 5 7 4 + 4 5 4 9 + 141 23 23 60 

出現種類数 4 3 2 4 2 4 3 2 3 6 6 5 8 

注1)平均個体数欄の( )内数値は総数に対する組成率(%)を、個体数の01立0目5個体1m2未満であることを示す。
注2)平均個体数は小数第1位を、組成率は小数第2位をそれぞれ四捨五入していることから、各種の軒と合計値は一致しない場合がある。

調査年月目:平成23年11月14目-17目

調査方法 :ベルトトランセクト法 (1mx1m方形枠)

調査機関 :東北電力株式会社

平均値体数

5m 10m 15m 20m 全点

+ + + + + 

11 (8. 7) 01 (3.3) 

21 (50.0) 11(13.0) 11 (16. 7) 

01 (7.1) 01 (1.7) 

01 (7目 1) 21(39.1) 31 (47. 8) 11 (35. 0) 

11 (14. 3) 21 (30.4) 11 (21目 7) 11 (23. 3) 

11 (21. 7) 01 (8.3) 

11(21.4) 11 (8. 7) 11 (8. 7) 01 (11. 7) 

+ 41 (100.0) 61 (100.0) 61 (100.0) 41 (100.0) 

注3)個体数として百十数できない底生生物は、 1mX1m方形枠(1 m2)の海底面に対して、その枠中で底生生物により.われている面積の百分率(被度)にて表示する。間査測線(L-A-L-D)の r+ Jは被度が5%未満、
E周査測線の計および平均個体数の r+Jは、出現したことを示す(被度は合計や平均ができないため)。なお、集計にあたっては出現種類数には含めるが、合計・平均個体散には含めない。



(4)運転状況

x 103kW 

(定格出力)

1100 _ 

1000-

800一

電

~ 600一
出
力 400 -

<:0 
<:0 

* 1 。

平成 23年 10月上旬 10月中旬 10月下旬 11月上旬 11月中旬 11月下旬 12月上旬 12月中旬 12月下旬

* 1 :平成 23年 2月 6日より第 4固定期検査中のため、発電を停止しているので電気出力は OkWとなっている。
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